
一
三

一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮

─ 

大
阪
資
本
の
朝
鮮
進
出
を
中
心
に 

─

中　

川　

未　

来

　

は
じ
め
に

　

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
六
月
一
七
日
、
朝
鮮
釜
山
浦
の
日
本
居

留
地
で
日
本
人
同
士
の
傷
害
事
件
が
発
生
し
た
。
旧
幕
時
代
の
対
馬
藩

に
よ
る
朝
鮮
貿
易
を
批
判
的
に
描
い
た
「
朝
鮮
貿
易
の
景
況
」
を
『
商

況
新
報
』（
大
阪
商
法
会
議
所
発
行
）
へ
寄
稿
し
た
釜
山
商
法
会
議
所

勤
務
の
天
野
皎
（
一
八
五
一
〜
一
八
九
七
）
が
、「
是
れ
我
旧
君
を
讒

謗
す
る
者
な
り
」
と
激
昂
し
た
釜
山
在
留
の
対
馬
士
族
に
襲
撃
さ
れ
た

の
で
あ
る（

１
）。
こ
の
事
件
は
、
政
商
や
有
力
商
人
中
心
の
釜
山
商
法
会
議

所
と
、
彼
ら
に
圧
迫
さ
れ
る
対
馬
士
族
出
身
の
小
商
人
の
対
立

─

「
日
本
商
人
の
階
級
的
矛
盾
」
を
示
す
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た（
２
）。

し
か
し
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
よ
り
微
細
な
事
実
、
す
な
わ
ち
天
野

が
一
八
八
〇
年
よ
り
大
阪
商
法
会
議
所
の
書
記
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る（
３
）。

な
ぜ
一
八
八
一
年
の
事
件
当
時
、
彼
は
釜
山
商
法
会
議
所
に
勤
務

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
八
七
六
年
二
月
二
六
日
の
日
朝
修
好
条
規
お
よ
び
同
年
八
月
二
四

日
の
同
附
録
・
貿
易
規
則
締
結
に
よ
り
釜
山
浦
が
開
港
し
、
同
時
に
日

本
人
に
よ
る
土
地
貸
借
の
自
由
や
治
外
法
権
、
輸
出
入
品
無
関
税
、
日

本
貨
幣
の
流
通
と
い
っ
た
片
務
的
諸
特
権
が
認
め
ら
れ
た
。
一
八
七
六

年
九
月
に
は
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
へ
長
崎
・
五
島
・
対
馬
・
釜
山
間

航
路
開
設
の
た
め
に
助
成
金
（
五
〇
〇
〇
円
）
が
下
付
さ
れ
、
同
年

一
一
月
に
は
汽
船
に
よ
る
月
一
回
の
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
た（

４
）。

続
く

一
八
七
七
年
一
月
に
釜
山
港
日
本
人
居
留
地
租
借
条
約
が
結
ば
れ
る

と
、
近
世
以
来
の
倭
館
敷
地
が
専
管
居
留
地
と
し
て
設
定
さ
れ
、
日
本

政
府
は
同
地
に
管
理
庁
・
管
理
官
を
設
置
す
る
（
一
八
八
〇
年
領
事

館
・
領
事
と
改
称
）。

　

ま
た
大
阪
商
法
会
議
所
は
一
八
七
八
年
、
五
代
友
厚
に
よ
り
大
阪
経

済
振
興
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
釜
山
商
法
会
議
所
は
翌
七
九
年
に
釜
山

居
留
地
の
自
治
組
織
か
ら
分
離
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
天

野
の
釜
山
駐
在
に
み
ら
れ
る
両
商
法
会
議
所
間
の
人
事
交
流
か
ら
は
、

日
朝
間
の
外
交
関
係
構
築
を
背
景
に
、
大
阪
実
業
界
中
枢
部
が
当
時
す

で
に
朝
鮮
貿
易
へ
の
関
与
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。



一
四

　

先
行
研
究
に
お
い
て
日
朝
貿
易
の
主
幹
た
る
大
阪
・
朝
鮮
間
貿
易

は
、
主
と
し
て
一
八
九
〇
年
代
以
降
が
検
討
の
中
心
と
な
っ
て
き
た（

５
）。

こ
れ
は
、
当
該
時
期
に
大
阪
・
神
戸
・
馬
関
・
釜
山
を
結
ぶ
大
阪
商
船

の
航
路
開
設（

６
）（

一
八
九
〇
年
）
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
経

済
進
出
の
基
盤
が
確
立
し
た
か
ら
で
あ
り
、
実
際
に
在
朝
鮮
日
本
人

人
口
が
急
増
し
た
の
も
一
八
八
九
年
以
降
で
あ
っ
た（

７
）。

そ
の
た
め
か

一
八
八
〇
年
代
の
日
朝
貿
易
、
な
か
で
も
大
阪
・
朝
鮮
間
貿
易
は
朝
鮮

へ
の
経
済
的
関
与
が
増
大
す
る
一
八
九
〇
年
代
の
前
史
と
し
て
捉
え
ら

れ
、
そ
の
固
有
の
性
格
に
対
す
る
検
討
も
や
や
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
傾

向
に
あ
る
。

　

一
方
で
一
八
八
〇
年
代
、
と
り
わ
け
甲
申
政
変
（
一
八
八
四
年
）
以

前
は
、
福
沢
諭
吉
の
朝
鮮
開
化
派
支
援
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
朝
鮮

の
近
代
化
を
め
ぐ
り
日
朝
間
の
相
互
交
流
が
増
加
し
た
時
期
で
も
あ

る
。
ま
た
当
該
期
に
は
琉
球
処
分
（
一
八
七
九
年
）
に
よ
る
日
清
間
の

緊
張
を
緩
和
す
べ
く
、「
亜
細
亜
」
を
単
位
と
す
る
ア
ジ
ア
主
義
的
地

域
秩
序
の
形
成
可
能
性
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り（

８
）、
一
八
八
〇
年
に

は
初
の
ア
ジ
ア
主
義
団
体
と
し
て
「
日
本
、
朝
鮮
、
満
州
、
支
那
、
安

南
、
緬
甸
」
の
団
結
協
力
に
よ
る
「
将
来
全
地
球
上
人
世
社
会
ノ
一
大

幸
福（

９
）」
を
目
指
し
た
興
亜
会
が
創
立
さ
れ
る
。
貿
易
統
計
を
み
て
も
対

朝
鮮
貿
易
額
、
特
に
輸
出
額
が
日
清
戦
争
前
の
ピ
ー
ク
を
記
録
す
る
の

は
、
実
に
一
八
八
三
年
で
あ
っ
た
（
表
１
）。

　

こ
の
よ
う
に
一
八
八
〇
年
代
に
活
性
化
し
た
ア
ジ
ア
地
域
へ
積
極
的

に
介
入
し
そ
の
近
代
化
を
教
導
し
よ
う
と
す
る
構
想

─
興
亜
論
と
、

同
時
期
の
朝
鮮
へ
の
経
済
的
進
出
は
、
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
本
論
は
大
阪
資
本
の
朝
鮮
進
出
と
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
の
具

体
的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
如
上
の
問
題
関
心
に
答
え
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　

そ
の
た
め
の
手
順
と
し
て
、
以
下
で
は
朝
鮮
貿
易
開
始
直
後
の
大
倉

喜
八
郎
（
大
倉
組
商
会
）
の
動
向
か
ら
朝
鮮
貿
易
に
対
す
る
実
業
家
お

よ
び
日
本
政
府
の
認
識
と
そ
の
背
景
を
確
認
し
（
第
一
章
）、
次
い
で

五
代
友
厚
、
大
阪
商
法
会
議
所
、
そ
し
て
大
阪
興
亜
第
二
分
会
（
興
亜

会
大
阪
支
部
）
を
事
例
に
大
阪
実
業
界
の
ア
ジ
ア
貿
易
論
を
直
輸
出
構

想
と
の
関
連
で
検
討
し
た
う
え
で
（
第
二
章
）、
大
阪
協
同
商
会
な
る

貿
易
商
社
（
社
長
高
須
謙
三
）
の
朝
鮮
貿
易
事
業
と
朝
鮮
開
化
派
官
僚

の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
（
第
三
章
）、
一
八
八
〇
年
代
興

亜
論
の
経
済
構
想
と
そ
の
射
程
を
考
察
し
た
い
。
な
お
読
み
や
す
さ
を

考
慮
し
て
、
本
文
中
の
引
用
史
料
に
は
句
読
点
を
追
加
す
る
な
ど
最
小

限
の
処
置
を
施
し
て
い
る
。

年度 輸出（円） 輸入（円）
1878 178,500 149,840
1879 413,836 494,206
1880 974,294 1,256,225
1881 1,944,737 1,374,202
1882 1,586,682 1,202,476
1883 2,166,619 1,010,400
1884 212,971 276,155
1885 461,848 470,609
1886 829,316 563,448
1887 551,908 1,010,374
1888 707,175 1,041,764
1889 1,092,996 1,273,332
1890 1,250,713 4,363,540
1891 1,466,040 4,032,922
1892 1,410,699 3,046,340
1893 1,301,243 1,999,439
1894 2,365,112 2,183,313

表１　対朝鮮貿易額の推移

出典：1880年以前は『第二統計年鑑』
（統計院、1883年）、以降は『日本帝国
第五統計年鑑』（内閣統計局、1886年）、
『日本帝国第十四統計年鑑』（内閣書記
官室記録課、1895年）に拠る。



一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮

一
五

　

一
．
大
倉
喜
八
郎
の
ア
ジ
ア
貿
易
構
想
と
朝
鮮

　

㈠　

大
倉
組
商
会
の
朝
鮮
進
出
計
画

　

近
世
以
来
対
馬
藩
が
独
占
し
て
き
た
朝
鮮
貿
易
に
資
本
家
と
し
て
参

入
の
先
鞭
を
つ
け
た
一
人
が
、
大
倉
喜
八
郎
で
あ
る
。
の
ち
に
興
亜
会

員
と
な
る
大
倉
の
貿
易
構
想
に
つ
い
て
検
討
す
べ
く
、
本
節
で
は
ま
ず

大
倉
組
商
会
の
朝
鮮
進
出
計
画
に
つ
い
て
、
政
府
へ
の
資
金
援
助
要
求

を
中
心
に
概
観
し
た
い
。

　

大
倉
喜
八
郎
が
朝
鮮
貿
易
に
着
手
し
た
の
は
、
日
朝
修
好
条
規
が
締

結
さ
れ
た
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
で
あ
る
。
同
年
六
月
に
「
代
員
ヲ

彼
地
ニ
派
出
」
し
た
大
倉
は
、
試
験
的
に
「
米
穀
其
他
ノ
雑
品
」
の
販

売
を
試
み（

（1
（

、
次
い
で
翌
七
七
年
六
月
に
は
自
身
釜
山
に
渡
航
し
、
青
山

繁
治
郎
（
対
馬
商
人
）
ら
釜
山
居
留
地
の
自
治
組
織
幹
部
八
人
と
と
も

に
釜
山
管
理
庁
へ
「
大
市
」
の
開
設
願
を
提
出
し
た（

（1
（

。
当
時
の
販
売
品

目
を
一
八
七
七
年
一
〇
月
七
日
か
ら
釜
山
浦
で
開
催
さ
れ
た
「
交
易
博

覧
会
」

─
大
倉
は
「
バ
サ
ー
式
の
商
品
陳
列
館
」
と
回
想
す
る

─

に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
大
倉
組
を
は
じ
め
「
大
坂
対
馬
の
人
々

か
ら
出
品
し
た
呉
服
物
、
古
道
具
類
、
荒
物
、
陶
器
、
西
洋
品
」、
ま

た
「
工
作
局
の
ポ
ン
プ
、
勧
業
寮
の
製
糸
器
械
」
が
出
品
さ
れ
て
い

た（
（1
（

。
こ
こ
で
は
ま
ず
繊
維
類
や
雑
貨
に
加
え
て
、
簡
易
で
は
あ
る
が
ポ

ン
プ
や
製
糸
機
械
と
い
っ
た
機
械
類
が
対
朝
鮮
輸
出
品
目
と
し
て
挙

が
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
（
第
三
章
参
照
）。

　

次
い
で
朝
鮮
の
飢
饉
に
目
を
つ
け
た
大
倉
は
、
朝
鮮
商
人
と
米
穀
貿

易
定
約
を
締
結
し
た
。
し
か
し
西
南
戦
争
に
伴
う
船
舶
逼
迫
の
た
め
従

来
日
朝
間
を
運
航
し
て
い
た
浪
花
丸
（
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
）
が
徴
用

さ
れ
海
運
が
途
絶
し
た
た
め
、
一
八
七
七
年
四
月
に
大
倉
は
政
府
へ
朝

鮮
航
路
運
航
を
要
求
す
る（

（1
（

。
大
蔵
卿
大
隈
重
信
に
宛
て
ら
れ
た
大
倉
願

書
に
は
、
外
務
省
権
大
書
記
官
渡
辺
洪
基
（
の
ち
興
亜
会
員
）
が
添
書

し
て
い
る
。
渡
辺
は
西
南
戦
争
事
務
処
理
の
た
め
出
張
中
の
長
崎
で
大

倉
と
面
会
し
た
と
い
う
。

　

添
書
中
で
渡
辺
は
、
大
倉
組
商
会
釜
山
支
店
の
収
集
情
報
を
参
照
し

つ
つ
、
朝
鮮
市
場
で
は
「
銅
・
鉄
物
其
他
御
国
物
産
」「
多
量
ノ
米
麦
、

金
巾
・
八
角
時
計
・
莫
大
小
ノ
如
キ
西
洋
物
」
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、

　
　

此
時
コ
ソ
彼
ノ
所
欲
ニ
投
シ
候
ヘ
ハ
、
彼
ニ
於
テ
モ
貿
易
未
開
ノ

時
ニ
ア
リ
テ
ハ
未
曾
有
ノ
幸
福
ニ
シ
テ
、
我
ニ
在
リ
テ
ハ
専
占
ノ

利
ヲ
空
ク
セ
サ
ル
者
ニ
有
之
、
実
ニ
失
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
時
ニ
候

　

と
の
判
断
を
下
し
、「
是
非
朝
鮮
ヘ
ハ
内
国
汽
船
一
艘
ノ
往
来
ハ
御

開
相
成
置
カ
レ
度（

（1
（

切
ニ
奉
希
望
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
渡
辺
も
日
朝
間

の
貿
易
振
興
の
た
め
海
運
把
握
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

　

大
倉
の
要
求
を
容
れ
た
内
務
省
は
、
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
の
所
有
船

瓊
浦
丸
を
借
り
上
げ
神
戸
・
釜
山
間
に
運
行
し
た
。
大
倉
を
乗
せ
た
同

船
は
一
八
七
七
年
五
月
二
五
日
に
神
戸
を
出
航
、
馬
関
・
長
崎
を
経
て

六
月
七
日
に
釜
山
へ
到
着
、
次
い
で
九
日
に
は
同
地
を
出
航
し
六
月

一
一
日
に
神
戸
へ
帰
着
し
て
い
る
。
輸
出
入
品
目
と
規
模
を
確
認
す
る

と
、
同
船
は
神
戸
か
ら
朝
鮮
へ
の
大
倉
組
積
荷
一
六
八
個
、
神
戸
か
ら



一
六

長
崎
へ
の
同
積
荷
三
二
個
、
ま
た
長
崎
か
ら
朝
鮮
へ
の
積
荷
三
〇
個
、

馬
関
か
ら
朝
鮮
へ
の
米
二
五
〇
〇
石
、
帰
路
は
朝
鮮
か
ら
神
戸
の
牛
皮

五
五
個
を
積
載
し
て
い
た（

（1
（

。
な
お
こ
の
航
海
に
要
し
た
費
用
は
内
務
卿

大
久
保
利
通
・
外
務
卿
寺
島
宗
則
名
で
大
蔵
省
へ
請
求
さ
れ
た
が
、
大

蔵
卿
大
隈
重
信
は
西
南
戦
争
の
た
め
「
何
分
目
下
費
途
多
端
ノ
折
ニ
付

該
費
別
途
支
出
難
致
候
」
と
支
出
を
拒
否
し
て
い
る（

（1
（

。

　

さ
て
一
八
七
七
年
六
月
に
朝
鮮
よ
り
帰
国
し
た
大
倉
は
、
早
く
も
翌

七
月
に
は
大
隈
重
信
へ
朝
鮮
貿
易
拡
張
の
た
め
釜
山
・
長
崎
間
の
「
小

蒸
気
船
」
に
よ
る
航
路
開
設
、
通
貨
交
換
と
荷
為
替
取
扱
い
の
た
め

の
「
我
紙
幣
及
銀
貨
為
換
舗
」
開
設
、
お
よ
び
朝
鮮
に
お
け
る
「
我
銀

銅
貨
幣
」
流
通
促
進
を
提
案
し
、
一
五
万
円
（
三
年
間
無
利
息
）
の
支

援
を
要
請
し
た（

（1
（

。
だ
が
大
隈
か
ら
の
返
答
は
な
く
、
大
倉
は
一
ヶ
月
後

の
八
月
二
日
に
渋
沢
栄
一
と
連
名
で
、
再
度
大
隈
お
よ
び
寺
島
宗
則
へ

願
書
を
提
出
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
こ
で
も
「
汽
船
ノ
幸
便
」
と
「
貨
幣
ノ
兌

換
法
」
が
「
宜
ヲ
得
ル
ニ
至
ラ
サ
レ
ハ
韓
地
ノ
貿
易
モ
亦
其
歩
ヲ
進
メ

候
事
ハ
無
覚
束
奉
存
候
」
と
の
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
、
具
体
的
に
は
月

二
、
三
回
の
汽
船
に
よ
る
定
期
便
運
行
、「
私
共
両
店
ノ
組
合
」
す
な

わ
ち
大
倉
組
商
会
と
第
一
国
立
銀
行
の
合
弁
に
よ
る
金
融
機
関
経
営
が

提
案
さ
れ
た
。
一
方
で
大
蔵
省
へ
の
要
求
支
援
額
は
前
回
の
要
請
よ
り

も
抑
制
さ
れ
、
一
〇
万
円
で
金
利
年
三
歩
（
金
利
五
カ
年
据
え
置
き
）

に
変
更
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

し
か
し
、
大
倉
・
渋
沢
請
願
に
対
す
る
大
蔵
大
輔
松
方
正
義
の
回

答
（
八
月
二
五
日
付
）
は
、
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
松
方
は
「
西

南
擾
乱
之
際
国
費
多
端
ニ
付
即
今
貸
下
金
ハ
難
相
成
候
」
と
、
折
か
ら

の
西
南
戦
争
に
伴
う
財
政
事
情
を
踏
ま
え
て
資
金
の
即
時
貸
出
し
を
留

保
し
た
う
え
で
、
追
っ
て
西
南
戦
争
終
結
の
う
え
「
特
殊
ノ
詮
議
ヲ
以

テ
、
銀
銅
貨
合
金
拾
万
円
年
五
歩
ノ
利
子
ヲ
以
テ
五
ヶ
年
間
据
置
」
と

い
う
条
件
で
な
ら
支
出
可
能
と
伝
達
し
た（

（2
（

。
即
時
融
資
を
拒
絶
し
、
金

利
も
引
き
上
げ
た
右
回
答
か
ら
は
、
朝
鮮
貿
易
に
対
す
る
政
府
・
大
蔵

省
の
期
待
度
が
、
決
し
て
高
く
は
な
か
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　

ま
た
松
方
回
答
で
は
「
韓
地
交
換
所
開
設
ノ
儀
ハ
規
則
取
調
更
ニ
可

伺
出
」
と
さ
れ
た
た
め
、
大
倉
は
一
八
七
七
年
一
〇
月
に
詳
細
な
業
務

計
画
書
（
荷
為
替
・
抵
当
貸
付
・
荷
物
仕
入
手
形
・
預
金
・
砂
金
銀
買

入
・
韓
銭
交
換
な
ど
）
を
朝
鮮
か
ら
送
付
し
た（

（2
（

。
し
か
し
銀
行
と
商
社

の
資
金
合
併
に
大
蔵
省
が
難
色
を
示
し
た
た
め（

（2
（

、
そ
の
後
大
倉
組
商

会
・
第
一
国
立
銀
行
に
よ
る
金
融
機
関
設
立
計
画
は
中
断
に
追
い
込
ま

れ
た
。
結
局
第
一
国
立
銀
行
は
同
年
一
二
月
一
五
日
、
単
独
で
再
度
大

蔵
省
へ
資
金
援
助
を
申
請
し
、
申
請
額
の
半
額
五
万
円
の
融
資
を
得
た

う
え
で
、
翌
七
八
年
六
月
八
日
に
釜
山
出
店
を
果
た
す
こ
と
に
な
る（

（2
（

。

　

以
上
の
経
緯
か
ら
確
認
さ
れ
る
政
府
の
消
極
的
姿
勢
に
は
、
朝
鮮
の

経
済
的
価
値
に
対
す
る
低
い
評
価
が
介
在
し
て
い
た
。
朝
鮮
交
渉
の
局

に
あ
た
っ
た
黒
田
清
隆
と
井
上
馨
は
、
朝
鮮
に
つ
い
て
「
要
ス
ル
ニ
上

下
貧
困
到
処
寂
寞
タ
ル
部
落
ア
ル
而
巳
、
彼
ト
強
テ
貿
易
セ
ン
ト
欲
ス

ル
モ
貨
幣
ア
ル
無
ク
産
物
一
ノ
貴
重
ス
ヘ
キ
ナ
ケ
レ
ハ
至
急
繁
盛
ノ
互

市
ヲ
開
ク
時
ニ
ア
ラ
ス（

（2
（

」
と
判
断
し
て
お
り
、
寺
島
宗
則
も
、

　
　

朝
鮮
国
ノ
交
易
ハ
、
蒸
気
船
ハ
勿
論
西
洋
形
ノ
風
帆
船
ニ
テ
モ
費



一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮

一
七

用
多
分
ニ
相
掛
リ
、
其
所
得
ヲ
償
フ
ニ
足
ラ
ス
、
故
ニ
日
本
形
商

船
ヲ
以
簡
易
質
素
ニ
ナ
シ
往
返
セ
サ
レ
ハ
貿
易
ノ
利
潤
ヲ
得
カ
タ

キ
ナ
リ（

（2
（

　

と
、
費
用
対
効
果
の
低
さ
を
指
摘
し
て
い
た
。
日
朝
修
好
条
規
締
結

後
の
朝
鮮
政
策
の
消
極
化
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
の
負
担
が
重
く
な
ら

な
い
範
囲
で
勢
力
の
拡
張
を
模
索
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
が（

（2
（

、
大
倉

の
朝
鮮
進
出
計
画
に
対
す
る
政
府
の
対
応
は
こ
れ
を
裏
書
き
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

㈡　

大
倉
喜
八
郎
の
興
亜
論
と
朝
鮮
貿
易
構
想

　

そ
れ
で
は
政
府
と
対
照
的
な
大
倉
の
朝
鮮
進
出
意
欲
は
、
い
か
な

る
構
想
に
基
づ
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
朝
鮮
滞
在
中
の
大
倉
が

一
八
七
七
年
六
月
一
五
日
に
朝
鮮
公
使
花
房
義
質
へ
宛
て
た
書
簡（

（2
（

か
ら

は
、「〔
朝
鮮
は

─
引
用
者
註
〕
御
案
内
ノ
如
ク
至
而
貧
国
ニ
而
、
差

向
交
易
上
花
々
し
き
取
引
等
も
決
而
有
之
間
敷
奉
存
候
」
と
、
さ
し
あ

た
り
朝
鮮
市
場
の
経
済
的
可
能
性
が
黒
田
や
井
上
・
寺
島
の
場
合
と
同

様
に
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
し
か
し
同
書
簡
で
は
一
方

で
、
今
後
朝
鮮
に
「
実
地
ニ
便
益
ヲ
与
へ
」「
漸
ニ
改
進
」
へ
導
く
た

め
の
手
段
と
し
て
、
朝
鮮
航
路
の
開
設
と
金
融
機
関
設
置
が
語
ら
れ
て

も
い
る
の
で
あ
る
。

　

右
の
大
倉
構
想
を
花
房
は
「
鄙
見
ニ
も
符
合（

（2
（

」
と
高
く
評
価
し
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
政
府
側
の
認
識
と
は
異
な
る
朝
鮮
貿
易
観
が
位
置

づ
く
文
脈
を
検
討
す
る
た
め
に
、
大
阪
商
法
会
議
所
会
頭
五
代
友
厚
の

手
元
に
残
さ
れ
た
、
大
倉
も
し
く
は
大
倉
商
会
関
係
者
の
執
筆
に
か
か

る
と
推
定
さ
れ
る
意
見
書
「
亜
細
亜
州
之
貿
易
ヲ
盛
ン
ニ
ス
ル
ヲ
努
ム

ベ
キ
之
見
込
書
」（
一
八
八
〇
年
頃
ヵ（

（2
（

）
を
み
て
み
よ
う
。

　

一
八
八
一
年
以
前
日
本
の
貿
易
収
支
は
大
幅
入
超
が
続
い
て
お
り
、

右
意
見
書
は
経
済
の
現
状
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
貿

易
拡
大
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
「
衣
服
用
織
物
・
精
製
ノ

飲
食
品
及
ビ
船
舶
・
武
器
其
他
諸
器
械
」
な
ど
欧
米
か
ら
の
輸
入
品
に

対
す
る
国
内
需
要
の
大
き
さ
を
認
め
た
う
え
で
、「
年
々
ニ
損
失
」
を

重
ね
る
貿
易
収
支
改
善
の
た
め
、（
欧
米
・
中
国
系
居
留
地
商
を
介
さ

な
い
）
日
本
か
ら
の
直
輸
出
、
も
し
く
は
日
本
商
に
よ
る
（
欧
米
と

の
）
中
継
貿
易
の
相
手
先
市
場
と
し
て
、「
国
豊
ニ
民
多
」
く
「
天
然

ノ
利
源
」
豊
富
な
「
亜
細
亜
洲
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。「
亜
細
亜
」

は
、
日
本
と
「
気
質
」
や
「
言
文
」
が
相
近
く
「
土
地
相
近
ク
シ
テ
運

輸
ノ
便
」
が
あ
る
た
め
、
欧
米
貿
易
商
に
よ
る
ア
ジ
ア
貿
易
と
比
較
し

て
優
位
性
が
確
保
さ
れ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
た
。

　

重
要
な
の
は
、
富
国
実
現
の
手
段
と
し
て
同
見
込
書
が
第
一
に
掲
げ

た
の
が
「
航
海
通
商
」
の
奨
励
で
あ
り
、
と
り
わ
け
海
運
や
貿
易
を
通

じ
て
「
東
洋
ノ
利
源
」
を
「
相
通
ズ
ル
ヲ
努
メ
」
る
と
こ
ろ
に
、
ア
ジ

ア
地
域
に
お
け
る
日
本
の
役
割
が
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
の
富
国
達
成
の
み
な
ら
ず
、
商
活

動
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
諸
国
と
「
互
ニ
交
通
親
睦
」
す
る
こ
と
で
、
ア
ジ

ア
進
出
を
図
る
欧
米
と
対
峙
す
る
と
い
う
興
亜
論

─
ア
ジ
ア
主
義
的

構
想
が
認
め
ら
れ
る
。
日
本
は
文
明
開
化
で
「
亜
細
亜
」
に
「
先
鞭
ヲ



一
八

着
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
」
た
と
自
負
す
る
同
見
込
書
は
、「
我
ヨ
リ
〔
ア
ジ

ア
市
場
を

─
引
用
者
註
〕
開
カ
ズ
シ
テ
何
レ
ノ
国
ヲ
待
ン
」
と
、
ア

ジ
ア
市
場
へ
の
進
出
を
半
ば
日
本
の
使
命
と
す
る
意
気
込
み
で
強
調
し

て
い
た
。

　

さ
ら
に
従
来
、
当
該
期
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き

た
の
は
中
国
市
場
と
の
関
係
で
あ
っ
た
が（

（3
（

、
同
見
込
書
が
示
す
構
想
は

朝
鮮
貿
易
を
も
そ
の
一
環
と
し
て
組
み
こ
む
も
の
で
あ
っ
た
。
先
の

一
八
七
七
年
六
月
一
五
日
付
花
房
宛
書
簡
で
大
倉
は
、
日
朝
間
航
路
開

設
の
必
要
性
と
展
望
を
次
の
よ
う
に
力
説
し
て
い
る
。

　
　

是
迄
朝
鮮
ト
支
那
本
部
ト
交
易
ノ
諸
品
ヲ
、
我
内
国
人
ノ
手
ニ
取

扱
候
事
緊
要
ト
相
存
候
、
蒸
気
ア
レ
バ
出
来
ル
ナ
リ
、
支
那
本
部

ヨ
リ
義
州
地
方
迄
数
日
間
ノ
航
海
、
或
者
陸
運
も
ア
ル
ベ
シ
、
費

額
不
容
易
、
然
ル
を
内
国
人
ノ
手
ニ
取
扱
候
時
ハ
、
僅
ノ
日
数
ニ

テ
上
海
ヘ
往
復
物
品
運
搬
候
得
者
、
余
程
至
便
ニ
出
来
候

　

清
・
朝
鮮
間
の
交
易
は
両
国
国
境
に
位
置
す
る
義
州
を
中
継
し
て
い

た
が
、
こ
こ
で
大
倉
は
、
汽
船
に
よ
る
日
朝
間
航
路
開
設
が
単
に
日
朝

間
交
易
に
利
す
る
の
み
な
ら
ず
、
義
州
を
介
す
る
清
朝
間
貿
易
を
代
替

し
、
日
本
汽
船
に
よ
る
上
海
・
釜
山
・
元
山
（
一
八
七
九
年
開
港
）・

日
本
と
い
う
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
確
立
も
期
待
で
き
る
と
説
く
の
で
あ

る
。
ま
た
大
隈
財
政
下
の
一
八
七
七
年
七
月
に
は
、
直
輸
出
振
興
策
と

し
て
政
府
準
備
金
か
ら
直
輸
出
業
者
に
資
金
を
貸
し
出
し
、
輸
出
代
価

を
在
外
公
館
に
返
納
さ
せ
る
海
外
荷
為
替
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。

第
一
国
立
銀
行
釜
山
支
店
の
営
業
も
「
為
替
・
荷
為
替
ヲ
第
一（

（3
（

」
と
し

て
お
り
、
大
倉
が
構
想
し
た
金
融
機
関
設
置
も
直
輸
出
推
進
の
た
め
の

設
備
と
捉
え
ら
れ
る
。
直
輸
出
振
興
を
目
指
す
大
倉
の
朝
鮮
貿
易
構
想

は
、
日
本
が
主
導
す
る
ア
ジ
ア
地
域
間
交
易
網
形
成
と
い
う
展
望
と
も

明
確
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
大
倉
は
、
そ
の
後
一
八
七
八
年
一
〇
月
に
朝
鮮
貿
易
用
船
と

し
て
高
麗
丸
を
建
造
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
汽
船
で
は
な
く
和
船
で

あ
っ
た（

（3
（

。
そ
の
後
大
倉
構
想
を
現
実
化
し
た
の
は
郵
便
汽
船
三
菱
会
社

の
朝
鮮
航
路
を
引
き
継
い
だ
日
本
郵
船
（
一
八
八
五
年
創
立
）
で
あ

り
、
同
社
は
朝
鮮
航
路
を
基
幹
に
「
長
崎
を
扇
の
要
と
し
て
」
上
海
・

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
結
ぶ
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
国
際
航

路
網
を
形
成
す
る（

（3
（

。
だ
が
一
方
で
一
八
八
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
日
朝

間
航
路
に
は
、
長
崎
を
基
点
と
す
る
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
船
だ
け
で
は

な
く
、
大
阪
・
釜
山
間
を
結
ぶ
広
瀬
宰
平
の
住
友
本
店
船
も
一
八
八
〇

年
に
参
入
を
果
た
し
て
い
る（

（3
（

。
広
瀬
は
大
阪
商
法
会
議
所
副
会
頭
で
も

あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
同
時
期
の
大
阪
実
業
界
に
よ
る
朝
鮮
貿
易
事
業

は
、
い
か
な
る
構
想
に
基
づ
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
章
を
改
め
て
検

討
し
よ
う
。

　

二
．
大
阪
実
業
界
の
ア
ジ
ア
貿
易
構
想
と
朝
鮮

　

一
八
八
一
年
五
月
、
五
代
友
厚
・
広
瀬
宰
平
・
中
野
梧
一
ら
大
阪

商
法
会
議
所
関
係
者
に
よ
り
関
西
貿
易
社
が
設
立
さ
れ
た
。「
関
西
貿

易
社
営
業
前
途
之
見
込
議
案（

（3
（

」（
一
八
八
一
年
）
に
よ
る
と
、
同
社
の



一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮

一
九

「
希
望
ス
ル
処
ノ
目
的
」
は
「
何
レ
モ
直
輸
貿
易
ノ
事
業
ヲ
為
ス
ノ
意

ニ
外
ナ
ラ
ザ
リ
シ
」
と
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
海
外
荷
為
替
制
度

や
横
浜
正
金
銀
行
を
介
す
る
直
輸
出
会
社
へ
の
輸
出
荷
為
替
取
組
み
を

定
め
た
預
入
金
規
則
（
一
八
八
〇
年
九
月
）
な
ど
、
大
隈
財
政
下
の
一

連
の
直
輸
出
振
興
策
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
一
八
七
八
年
以
降
の
イ
ン

フ
レ
に
対
応
す
る
財
政
整
理
の
一
環
で
も
あ
り
、
五
代
も
ま
た
直
輸
出

振
興
に
よ
り
、「
輸
出
ノ
輸
入
ニ
超
過
シ
、
金
銀
実
貨
ヲ
国
内
ニ
収
復

ス
ル
ノ
方
法（

（3
（

」
を
模
索
し
て
い
た
。
関
西
貿
易
社
は
五
代
構
想
の
具
現

化
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
一
八
八
〇
年
代
は
、
世
界
的
な
銀
安
に
伴
い
ア
ジ
ア
各
国
に

お
け
る
国
内
市
場
が
拡
大
し
た
時
期
に
あ
た
る
が
、
神
戸
で
の
清
国
向

け
輸
出
で
は
華
僑
商
人
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
確
立
し
て
い
た（

（3
（

。
関
西
貿
易

社
は
華
僑
商
人
へ
の
対
抗
も
意
識
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
だ
が
財

政
整
理
の
一
環
と
し
て
の
直
輸
出
支
援
は
一
八
八
一
年
八
月
、
大
隈
重

信
に
よ
る
内
外
債
五
〇
〇
〇
万
円
の
募
集
に
よ
る
紙
幣
整
理
と
金
融
制

度
整
備
を
骨
子
と
す
る
意
見
書
が
閣
議
通
過
し
た
こ
と
で
、
当
面
中
止

さ
れ
た（

（3
（

。
関
西
貿
易
社
で
も
「
今
ヤ
直
輸
貿
易
ハ
一
旦
休
憩
ノ
姿
」
と

な
り
、
貿
易
対
象
は
「
支
那
地
方
ノ
ミ
ニ
止
メ
」
ら
れ
た（

（3
（

。
現
実
に

は
、
同
社
は
そ
の
後
対
清
貿
易
で
は
な
く
北
海
道
開
発
事
業
に
注
力
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
一
八
八
〇
年
代
初
頭
の
大
阪
実
業
界
で
は
、

「
今
ヨ
リ
直
接
ナ
ル
短
刀
直
入
ノ
実
益
ヲ
得
ン
ト
欲
セ
ハ
、
之
ヲ
欧
米

ノ
遠
キ
ニ
求
メ
ズ
シ
テ
近
ク
之
ヲ
近
隣
ノ
諸
邦
ニ
望
ム
ベ
キ
ナ
リ（

（4
（

」

と
、
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
直
輸
出
振
興
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
志
向
に
対
応
す
べ
く
発
足
し
た
組
織
が
、
大
阪
興
亜
第
二
分
会

で
あ
る
。

　

興
亜
会
は
一
八
八
〇
年
二
月
一
三
日
に
東
京
で
設
立
さ
れ
た
が
、
同

年
五
月
、
東
京
本
会
の
幹
事
総
代
金
子
弥
兵
衛
が
来
阪
し
、
同
会
支
部

の
設
立
勧
誘
を
始
め
た
。
反
応
は
早
く
、
六
月
一
一
日
に
は
大
阪
市
平

野
町
浄
専
坊
に
仮
事
務
所
が
置
か
れ
、
同
月
一
九
日
大
阪
商
法
会
議

所
に
て
大
阪
興
亜
第
二
分
会
と
支
那
語
学
校
の
発
会
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
た（

（4
（

。
創
立
員
は
五
代
友
厚
、
門
田
三
郎
兵
衛
（
実
業
家
）、
広
瀬

宰
平
ら
実
業
家
が
中
心
で
あ
り（

（4
（

、
分
会
取
締
（
幹
事
）
は
本
荘
一
行

（
大
阪
新
報
社
）・
広
瀬
宰
平
・
大
三
輪
長
兵
衛
（
実
業
家
）
で
あ
っ
た

（
表
２
）。
創
立
会
員
一
五
五
人
の
う
ち
外
務
省
（
二
八
人
）・
海
軍
省

（
二
〇
人
）・
内
務
省
（
一
五
人
）・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
お
よ
び
実
業
家

（
各
一
四
人
）
と
官
員
を
中
心
と
し
た
東
京
本
会
の
構
成（

（4
（

と
比
較
す
る

と
、
大
阪
興
亜
第
二
分
会
が
五
代
友
厚
・
大
阪
商
法
会
議
所
を
中
心
と

す
る
大
阪
実
業
界
の
後
援
に
よ
り
発
足
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
大
阪
興
亜
第
二
分
会
規
則（

（4
（

」（
一
八
八
〇
年
）
に
よ
る
と
大
阪
興
亜

第
二
分
会
の
組
織
は
大
き
く
事
業
部
と
文
学
部
に
分
か
れ
、
う
ち
「
興

亜
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ベ
キ
一
大
方
便
」
た
る
貿
易
事
業
を
分
掌
す
る
事
業

部
は
、「
支
那
北
部
」「
朝
鮮
地
方
等
」
に
「
物
産
縦
覧
所
」
を
設
置
し

「
大
東
ノ
物
産
」
を
輸
出
す
る
「
媒
酌
」
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
た
。
さ
ら
に
清
国
・
朝
鮮
等
の
「
政
略
ノ
形
勢
及
ヒ
商
業
ノ
事
情
」

を
収
集
し
て
『
大
阪
新
報
』
な
ど
「
新
聞
紙
或
ハ
報
告
書
」
を
通
じ
情



二 〇

『興亜会々員録』 『興亜大阪分会規則』
氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

創　立　員 久原幾太 「藤田組」 創　立　員 武田昌次
宍戸昌 大阪府大書記官 藤田小次郎 五代友厚 大阪商法会議所 馬田成教
五代友厚 大阪商法会議所 新山陽二 門田三郎兵衛 実業家 藤田小次郎
門田三郎兵衛 実業家 村田勉 広瀬宰平 住友本社 牧野毅
広瀬宰平 住友 三戸徳助 「藤田組」 川口淳 大阪市北区長 河津祐賢
土居通夫 司法官、鴻池顧問 丹津一精 「藤田組」 土居通夫 司法官、鴻池顧問 西村秋城
川口淳 北区長 長江伊太郎 加藤政之助 大阪新報社 富岡半兵衛
河野捨三 門田商店 阪上作次郎 桐原捨三 のち商業講習所長 兼田彦一
加藤政之助 大阪新報 牧野毅 「大阪鎮台」 本荘一行 弁護士、鴻池顧問 高洲謙吉 高須謙三ヵ（本文参照）
本荘一行 弁護士、鴻池顧問 村井寛温 「大阪鎮台」 吉良亨 慶応出身 橘智隆 真宗東派、支那語学校長
吉良亨 慶応出身 河津祐貫 「大阪鎮台」 内田耕作 「三菱支社」 幸豹三 真宗東派
内田耕作 「三菱支社」 西村秋城 田中栄蔵 鷲野正吉 「造幣局」
春田源之丞 細見貞 「宝善堂」 大三輪長兵衛 実業家 村上市郎
田中栄蔵 富岡半兵衛 「第五八銀行頭取」 真島襄一郎 山本鏗一
大三輪長兵衛 実業家 小島忠里 中野梧一 藤田組
小島忠里 村山龍平 朝日新聞社 伊庭貞剛 住友本社
真島襄一郎 橋本正徳 「府下豊島郡役所」 清岡公張 「大阪裁判所」
村山龍平 朝日新聞社社 岡崎高厚 田口謙吉 「大阪日報社」
橋本正徳 「池田郡役所」 豊原百太郎 小原熊雄 「造幣局」
後藤徳基 寺内富栄 中島祥太郎

同　盟　員 菊池侃二 弁護士、のち府知事 村井孝太郎
門田平三 木村恕平 細見貞
久磨久吉 小泉鐘太郎 「停止場電信局」 安西元善
永田一二 立花正明 船越直二郎 「興亜第二分会」
武田昌次 「江戸広業商会」 山本鏘二 喜谷瑛二 「興亜第二分会内」
馬田本教 「江戸広業商会」 同　盟　員
鷲野正吉 「造幣局」 永田一二

表２　興亜大阪第二分会発会時の会員

出典：『興亜会々員録』（大阪経済大学蔵「杉田定一関係文書」7-23）、『興亜大阪分会規則』（同 7-21）。
註記：氏名配列および表記は史料ママ、所属欄中「　」は史料ママ。



一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮

二
一

報
提
供
を
行
い
、
そ
の
他
貿
易
業
者
に
通
訳
周
旋
な
ど
の
援
助
を
与
え

る
こ
と
も
事
業
内
容
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
同
史
料
に
よ
る
と
文
学
部
は
「
支
那
語
学
・
漢
学
及
和
洋
算
・

簿
記
学
」
の
教
授
を
第
一
目
的
と
し
た
が
、
将
来
的
に
は
「
朝
鮮
・
印

度
其
他
亜
細
亜
諸
邦
ノ
言
語
文
章
」
の
講
究
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
。

実
際
の
発
足
時
に
は
「
支
那
普
通
官
語
」「
古
書
音
読
」「
時
文
釈
牘
並

ニ
照
会
文
」
が
教
授
科
目
に
掲
げ
ら
れ
、
月
謝
は
五
〇
銭
、
優
等
生
に

は
「
清
国
ニ
游
学
」
の
道
も
開
か
れ
る
と
謳
わ
れ
た（

（4
（

。
一
八
九
一
年
五

月
二
五
日
か
ら
は
英
語
教
授
も
開
始
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（

（4
（

。

　

こ
の
よ
う
に
大
阪
興
亜
第
二
分
会
が
発
足
直
後
に
語
学
教
育
施
設
を

運
営
で
き
た
の
は
、
東
本
願
寺
（
真
宗
東
派
）
難
波
別
院
内
の
教
師
教

校
支
那
語
学
部
（
校
長
橘
智
隆
）
の
組
織
を
、
教
師
（
汪
啓
棟
）
や
生

徒
ご
と
合
併
し
た
か
ら
で
あ
る
。
東
本
願
寺
は
教
師
給
与
（
任
期
満
期

ま
で
の
計
一
二
〇
〇
円
）
を
寄
附
し
、
そ
の
後
同
会
事
務
所
と
学
校
は

妙
琳
坊
（
北
久
太
郎
町
四
丁
目
）
へ
移
転
し
て
い
る（

（4
（

。
大
阪
興
亜
第
二

分
会
の
会
員
名
簿
に
は
、
中
国
布
教
を
行
っ
た
渥
美
契
縁
（
東
本
願
寺

事
務
所
長
）
や
朝
鮮
布
教
を
行
っ
た
大
谷
勝
尊
（
法
務
局
執
綱
）、
ま

た
大
谷
勝
縁
（
連
枝
・
東
本
願
寺
初
代
事
務
所
長
）、
島
地
黙
雷
ら
東

本
願
寺
幹
部
が
名
を
連
ね
て
い
た（

（4
（

。
大
阪
興
亜
第
二
分
会
を
設
立
し
た

大
阪
実
業
界
の
ア
ジ
ア
へ
の
眼
差
し
は
、
同
時
期
の
東
本
願
寺
の
ア
ジ

ア
布
教
構
想
と
地
盤
を
共
有
し
て
お
り
、
大
阪
興
亜
第
二
分
会
の
語
学

校
経
営
で
は
実
際
の
提
携
も
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

大
阪
興
亜
第
二
分
会
が
間
接
的
に
関
係
し
た
事
業
と
し
て
は
、
他
に

大
阪
商
業
講
習
所
が
あ
る
。
す
で
に
一
八
七
九
年
、
慶
應
義
塾
出
身
の

『
大
阪
新
報
』
記
者
加
藤
政
之
助
（
の
ち
大
阪
興
亜
第
二
分
会
員
）
は

五
代
友
厚
の
意
を
受
け
近
代
的
商
業
教
育
の
必
要
性
を
説
く
「
商
法
学

校
設
け
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
を
発
表
し
て
い
た（

（5
（

。
同
構
想
は
、
一
八
八
〇

年
一
〇
月
に
大
阪
興
亜
第
二
分
会
員
河
野
捨
三
・
加
藤
政
之
助
・
河
口

淳
・
門
田
三
郎
兵
衛
の
発
起
に
よ
る
私
立
大
阪
商
業
講
習
所
と
し
て
実

現
す
る
。
同
校
は
商
家
の
子
弟
に
必
須
の
学
問
を
授
け
る
「
活
学
校
」

と
さ
れ
、
仮
事
務
所
は
大
阪
興
亜
第
二
分
会
内
に
置
か
れ
た（

（5
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
八
八
〇
年
代
初
頭
の
大
阪
実
業
界
が
ア
ジ
ア
地

域
へ
の
直
輸
出
振
興
を
構
想
し
種
々
の
施
策
を
実
行
し
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
右
の
事
業
内
容
を
み
る
限
り
、
そ
の
主
対
象
は
「
支
那

地
方
」
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
の
視
野
に
朝
鮮
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
本
論
冒
頭
で
紹
介
し
た
、
大
阪
商
法
会
議
所
書
記
天
野
皎
の

釜
山
赴
任
の
場
面
に
立
ち
戻
っ
て
み
よ
う
。
一
八
八
一
年
一
月
二
日
、

藤
田
組
の
中
野
梧
一
（
大
阪
商
法
会
議
所
副
会
頭
）
は
、
五
代
友
厚
へ

以
下
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

　
　

天
野
は
朝
鮮
へ
遣
シ
候
筈
、
広
瀬
〔
宰
平

─
引
用
者
註
〕
と
申

語
候
。
釜
山
の
商
法
会
議
所
、
頻
ニ
大
阪
へ
依
頼
シ
、
商
則
を
設

度
よ
し
。
広
瀬
見
込
ニ
テ
ハ
、
当
会
議
所
の
出
張
ト
申
程
迄
も
、

関
与
可
致
ト
ノ
見
込
、
小
生
も
又
同
意
に
付
、
専
断
な
が
ら
、
天

野
は
、
御
出
立
掛
、
申
上
候
情
実
も
御
座
候
故
、
旁
、
出
張
為
致

候
。
委
細
は
、
御
帰
阪
の
上
可
申
上
候（

（5
（



二
二

　

右
史
料
か
ら
は
釜
山
商
法
会
議
所
が
大
阪
商
法
会
議
所
を
モ
デ
ル
に

制
度
設
計
を
希
望
し
て
お
り
、
広
瀬
と
中
野
は
こ
れ
を
機
に
、
大
阪
商

法
会
議
所
の
「
出
張
」
と
い
え
る
ま
で
に
釜
山
商
法
会
議
所
へ
の
「
関

与
」
を
深
め
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
大
阪
資
本
の
朝

鮮
進
出
の
橋
頭
堡
と
し
て
、
天
野
皎
は
釜
山
商
法
会
議
所
に
派
遣
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
な
お
天
野
の
朝
鮮
行
送
別
会
は
、
一
八
八
一
年
一
月
八

日
に
開
催
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

そ
も
そ
も
「
銀
行
、
回
漕
、
貿
易
ノ
三
営
業
者
」
を
会
員
と
す
る

釜
山
商
法
会
議
所
は
、
居
留
地
自
治
組
織
で
あ
る
保
長
頭
取
役
所
の

一
部
で
事
務
取
扱
を
開
始
し
、
一
八
七
九
年
に
は
諸
規
則
を
編
成
し

て
分
離
独
立
し
た（

（5
（

。
し
か
し
一
八
八
〇
年
七
月
五
日
付
の
釜
山
総
領
事

近
藤
真
鋤
書
簡
に
よ
る
と
、
従
来
保
長
役
場
と
機
能
を
「
兼
有
」
し
て

い
た
同
会
議
所
は
「
前
田
氏
」（
前
田
献
吉
ヵ
、
一
八
七
九
年
五
月
〜

一
八
八
〇
年
二
月
釜
山
居
留
地
管
理
官
、
興
亜
会
員
）
主
導
に
よ
る
組

織
の
分
離
独
立
に
よ
り
政
策
実
行
力
が
低
下
し
、「
折
角
設
立
ノ
商
法

会
議
所
未
タ
貿
易
上
ニ
於
テ
寸
効
ア
ル
ヲ
見
ス
、
幾
分
カ
改
革
セ
サ
ル

ヲ
得
サ
ル
」
状
況
に
陥
っ
て
い
た
と
さ
れ
る（

（5
（

。
す
な
わ
ち
天
野
皎
の
釜

山
赴
任
は
、
独
立
組
織
と
な
っ
た
釜
山
商
法
会
議
所
の
機
能
強
化
を
目

指
す
現
地
外
交
官
の
意
向
に
よ
り
大
阪
実
業
界
中
枢
へ
寄
せ
ら
れ
た
協

力
要
請
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く（

（5
（

、
五
代
友
厚
や
中
野
梧

一
・
広
瀬
宰
平
ら
は
こ
の
機
会
を
捉
え
て
釜
山
居
留
地
を
拠
点
と
す
る

朝
鮮
貿
易
で
支
配
的
位
置
を
獲
得
し
よ
う
と
画
策
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
当
該
期
大
阪
実
業
界
の
ア
ジ
ア
貿
易
構

想
は
、
清
国
の
み
な
ら
ず
明
ら
か
に
朝
鮮
も
そ
の
一
環
に
組
み
こ
ん
で

い
た
。
そ
し
て
実
際
の
事
業
面
で
関
西
貿
易
社
に
代
替
し
て
朝
鮮
貿
易

を
担
っ
て
い
た
の
は
、
次
章
に
み
る
よ
う
に
高
須
謙
三
（
大
阪
興
亜
第

二
分
会
員
）
が
率
い
る
大
阪
協
同
商
会
で
あ
る
。

　

三
．
大
阪
協
同
商
会
の
朝
鮮
開
化
派
支
援

　

㈠　

高
須
謙
三
・
大
阪
協
同
商
会
の
朝
鮮
貿
易

　

高
須
謙
三
は
長
門
国
阿
武
郡
川
島
村
に
生
ま
れ
た
元
長
州
藩
士
で
あ

る
。
幕
末
に
は
精
鋭
隊
に
属
し
藩
の
資
政
局
を
担
当
し
て
い
た
高
須

は
、「
士
族
前
途
ノ
生
活
如
何
ニ
慨
嘆
」
し
、
一
八
七
七
年
よ
り
同
族

に
資
本
募
集
を
開
始
、
翌
七
八
年
六
月
に
は
大
阪
で
大
阪
協
同
商
会
を

設
立
し
た
。
最
盛
期
の
同
社
は
大
阪
に
本
店
を
置
き
、
長
崎
・
釜
山
・

仁
川
・
京
城
・
元
山
に
も
支
店
を
擁
し
て
い
た（

（5
（

。
一
八
八
四
年
時
点
の

同
社
資
本
金
は
一
二
万
二
九
〇
〇
円
、
出
資
者
に
は
藤
田
伝
三
郎
や
中

野
梧
一
ら
藤
田
組
系
の
他
に
、
西
川
貞
二
郎
（
八
幡
銀
行
）・
木
梨
精

一
郎
（
長
州
出
身
、
陸
軍
小
丞
）・
吉
田
右
一
（
長
州
出
身
、
内
務
官

僚
）
ら
株
主
一
二
五
人
を
擁
し
、
保
証
人
に
は
遠
藤
謹
助
（
長
州
出

身
、
造
幣
局
長
）
と
勝
間
田
稔
（
長
州
出
身
、
内
務
官
僚
）
の
名
が
挙

が
っ
て
い
る
。
執
行
部
は
社
長
高
須
謙
三
の
他
に
、
取
締
中
野
梧
一
・

勝
間
田
稔
・
高
須
正
助
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　

こ
の
よ
う
に
大
阪
協
同
商
会
は
ま
ず
典
型
的
な
士
族
授
産
型
の
貿
易

商
社
で
あ
り
、
ま
た
在
阪
長
州
出
身
官
吏
や
大
阪
商
法
会
議
所
、
藤
田



一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮

二
三

組
に
よ
る
全
面
的
な
後
援
を
受
け
た
大
阪
実
業
界
の
な
か
の
一
商
社
で

あ
っ
た
。
高
須
は
関
西
貿
易
社
に
一
〇
〇
株
を
出
資
し
て
お
り（

（5
（

、
さ
ら

に
は
大
阪
興
亜
第
二
分
会
の
構
成
員
で
も
あ
っ
た（

（6
（

。「
我
国
産
ヲ
朝
鮮

国
ニ
輸
出
シ
其
国
産
ヲ
我
国
ニ
輸
入
シ
有
無
相
通
シ
貿
易
売
買
ヲ
基
」

と
す
る
同
社
の
事
業
内
容（

（6
（

は
、
五
代
友
厚
ら
の
ア
ジ
ア
貿
易
構
想
の
延

長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
実
際
に
同
社
の
運
輸
部
門
同
福
社
の

営
業
計
画
に
は
、
次
の
よ
う
な
構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

西
洋
形
船
舶
数
艘
ヲ
構
造
シ
諸
貨
物
ノ
輸
送
ヲ
受
合
、
大
阪
・
馬

関
・
長
崎
・
鹿
児
島
・
琉
球
北
部
・
朝
鮮
国
釜
山
・
元
山
等
其
他

ノ
諸
港
ヘ
航
廻
シ
、
遍
ク
諸
商
ノ
貨
物
ヲ
運
搬
シ
物
産
流
通
ノ
便

ヲ
助
ケ
〔
中
略
〕
利
ノ
都
合
ニ
依
リ
テ
漸
次
資
金
ヲ
募
集
シ
船
舶

ヲ
増
製
シ
、
清
国
・
上
海
・
香
港
其
他
ノ
航
線
ヲ
拡
張
ス
可
シ（

（6
（

　

大
阪
協
同
商
会
の
事
業
構
想
の
射
程
に
は
、
第
二
章
で
み
た
大
倉
構

想
と
同
様
に
、
日
本
と
朝
鮮
そ
し
て
上
海
・
香
港
市
場
を
接
続
す
る
貿

易
網
構
築
が
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
大
阪
協
同
商
会
の
設

立
母
体
は
、
山
口
県
の
地
租
引
当
米
・
県
産
物
産
の
販
売
を
目
的
と
す

る
山
口
県
協
同
会
社
で
あ
っ
た
。
同
社
は
一
八
七
六
年
に
釜
山
へ
進
出

す
る
が
、
翌
七
七
年
一
二
月
に
は
早
く
も
撤
退
し
て
い
る
。
同
年
度
の

同
社
釜
山
出
張
所
の
利
益
は
三
六
八
円
六
五
銭
（
同
社
全
体
利
益
は

六
万
八
一
二
一
円
六
二
銭
九
厘
）
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
朝
鮮
撤
退
は
営
業

不
振
が
原
因
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
し
か
し
、
そ
の
解
散
翌
年
に
大
阪

協
同
商
会
は
設
立
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
資
本
関
係
か
ら
み
て
も
同
社
発

足
に
は
直
輸
出
を
目
指
す
大
阪
実
業
界
の
意
向
が
反
映
し
て
い
た
と
捉

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

大
阪
協
同
商
会
の
取
扱
品
目
は
、
一
八
七
九
年
当
初
は
米
穀
や
布
海

苔
・
天
草
・
牛
皮
骨
、
金
巾
・
布
帛
類
、
銅
鉄
類
で
あ
っ
た
が（

（6
（

、
高
須

が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
諸
品
の
売
買
益
は
低
く
（
表
３
）、

同
社
は
取
扱
品
目
の
多
角
化
を
図
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
聞
報
道
か
ら

は
砂
糖
（
鹿
児
島
県
産
）
の
輸
送
販
売
、
朝
鮮
か
ら
の
輸
入
皮
革
を
用

い
た
製
造
品
販
売
、
山
口
県
「
セ
メ
ン
ト
製
造
会
社
」
の
委
託
に
よ
る

朝
鮮
へ
の
セ
メ
ン
ト
販
売
な
ど
が
目
に
つ
く（

（6
（

。
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る

の
は
、
砲
兵
工
廠
の
職
工

が
「
余
暇
を
以
て
人
民
の

便
利
職
工
の
手
練
両
便
の

為
め
」
作
成
し
た
海
陸
用

蒸
気
器
械
、
造
船
用
鉄
物

類
、
鉄
橋
、
ポ
ン
プ
、
紡

績
器
械
な
ど
の
販
売
で
あ

る（
（6
（

。
第
一
章
で
み
た
よ
う

に
大
倉
喜
八
郎
も
ポ
ン
プ

や
製
糸
機
械
と
い
っ
た
簡

易
な
機
械
類
の
販
売
を
試

み
て
い
た
が
、
元
長
州
藩

士
族
の
高
須
は
先
述
の
同

社
出
資
者
で
も
あ
る
在
阪

陸
軍
関
係
者
、
と
り
わ
け

品　　名 買 入 代 売 払 代 損 益
唐木綿（１本） ５円86銭２厘 ５円62銭５厘 損
唐木綿（１本） ５円51銭３厘 ５円25銭 損
天竺木綿（１本） ３円30銭 ３円25銭 損
寒冷紗（１本） １円35銭 １円35銭 ナシ
海黄（１疋） ８円 ９円50銭 益
折錫（100斤） 55円 57円50銭 益
丁銅（100斤） 36円 33円75銭 損
青粉（１斤） １円30銭 １円25銭 損
陶器膳部（１組） １円30銭 １円37銭５厘 益

表３　「貿易品時価比較概算表」

出典：高須謙三「朝鮮国元山津砂金御買揚願」（早稲田大学蔵 
「大隈重信関係資料」イ14a3222）



二
四

砲
兵
工
廠
と
の
関
係
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
西
洋
型
帆
船
（
同
福
丸
）
を
運
用
し
て
い
た
大
阪
協
同
商
会

は
、
一
八
八
二
年
二
月
一
五
日
に
同
社
船
舶
部
を
分
離
し
て
同
福
社
を

設
立
す
る（

（6
（

。
同
社
の
船
舶
は
甲
申
政
変
に
伴
い
政
府
御
用
船
と
し
て
徴

用
さ
れ
た
ほ
か
、
海
軍
の
石
炭
輸
送
（
唐
津
産
石
炭
を
元
山
へ
）
を
も

請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（

（6
（

。
大
阪
協
同
商
会
の
解
散
後
の

高
須
は
海
軍
用
缶
詰
製
造
業
に
従
事
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
海
軍
用
達

商
と
し
て
の
性
格
も
一
八
八
〇
年
代
の
朝
鮮
貿
易
事
業
の
な
か
で
形
成

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
高
須
は
朝
鮮
産
砂
金
買
取
り
事
業
や
金
鉱
開
発
も
計
画
し
て

い
た
が
、
朝
鮮
か
ら
の
金
地
金
輸
入
は
大
隈
・
松
方
財
政
下
の
正
貨
蓄

積
政
策
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
金
鉱
開
発
計
画
の
立
案
に
あ

た
っ
て
高
須
は
、
竹
添
進
一
郎
（
朝
鮮
公
使
）・
前
田
献
吉
・
渋
沢
栄

一
と
の
「
採
掘
連
合
法
」
を
五
代
友
厚
へ
取
り
つ
い
で
い
た
。
朝
鮮
貿

易
商
た
る
高
須
謙
三
は
、
朝
鮮
駐
在
外
交
官
・
東
京
実
業
界
・
大
阪
実

業
界
の
パ
イ
プ
役
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
解
る（

（6
（

。

　

右
の
よ
う
に
大
阪
協
同
商
会
の
事
業
展
開
は
、
一
八
八
〇
年
代
に
お

け
る
大
阪
実
業
界
の
朝
鮮
進
出
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
が
、
注
目
し

た
い
の
は
こ
の
よ
う
な
活
動
に
あ
た
っ
て
高
須
謙
三
が
、
朝
鮮
の
「
開

化
」
へ
の
誘
導
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大
阪
協
同
商

会
は
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
八
三
年
に
か
け
て
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
朝

鮮
使
節
団
（
修
信
使
・
朝
士
使
節
団
）
へ
経
費
融
資
や
宿
泊
斡
旋
、
饗

応
、
そ
し
て
物
品
購
入
仲
介
な
ど
種
々
便
宜
を
図
っ
て
い
た
。
興
亜
会

が
使
節
団
を
歓
迎
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が（

（7
（

、
次
節
で
検
討
す
る

よ
う
に
高
須
に
よ
る
便
宜
供
与
の
背
景
に
は
、
そ
の
後
使
節
団
参
加
者

を
中
心
に
形
成
さ
れ
る
朝
鮮
開
化
派
官
僚
と
の
関
係
構
築
、
そ
し
て
経

済
的
利
益
の
確
保
と
い
う
実
利
的
目
標
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

㈡　

大
阪
協
同
商
会
と
朝
鮮
修
信
使
・
朝
士
視
察
団

　

史
料
よ
り
確
認
で
き
る
高
須
謙
三
・
大
阪
協
同
商
会
と
対
日
派
遣
使

節
団
の
関
係
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

［
第
二
次
修
信
使
（
一
八
八
〇
年
）］　

第
一
次
修
信
使
（
一
八
七
六
年
）

に
続
き
派
遣
さ
れ
た
第
二
次
修
信
使
の
正
使
金キ

ム

弘ホ
ン

集ジ
プ

ら
一
行
は
、
光
緒

六
年
六
月
二
六
日
（
一
八
八
〇
年
八
月
一
日
、
以
下
西
暦
に
換
算
し
て

記
載
）
に
釜
山
を
経
つ
が
、
そ
の
際
用
い
た
便
船
は
大
阪
協
同
商
会
の

千
歳
丸
で
あ
っ
た（

（7
（

。
滞
日
中
の
経
費
に
つ
い
て
金
弘
集
は
、「
留
館
時

賃
屋
及
来
往
汽
車
之
費
、
皆
自
外
務
省
措
処
矣
」
と
日
本
外
務
省
の
負

担
に
よ
る
と
述
べ
て
い
る（

（7
（

。
一
方
で
釜
山
領
事
近
藤
真
鋤
は
、
修
信
使

の
「
会
計
」
は
「
一
切
協
同
社
ノ
引
受
」
と
す
る（

（7
（

。
高
須
謙
三
は
よ
り

具
体
的
に
、
修
信
使
の
経
費
中
「
渡
航
往
来
汽
船
賃
・
滞
京
中
旅
館
雑

費
・
各
員
月
棒
等
」（
二
万
七
千
円
）
と
「
諸
器
械
物
品
買
入
」（
七
万

円
）
を
大
阪
協
同
商
会
か
ら
融
資
し
た
と
証
言
し
て
い
る（

（7
（

。
日
本
政
府

の
公
式
接
遇
に
関
す
る
費
用
は
外
務
省
が
負
担
し
、
そ
の
他
修
信
使
の

日
本
滞
在
中
に
要
し
た
経
費
の
多
く
は
大
阪
協
同
商
会
の
貸
付
け
に

よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

［
朝
士
視
察
団
（
一
八
八
一
年
）］　

第
二
次
修
信
使
の
翌
年
に
派
遣
さ



一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮

二
五

れ
た
朝
士
視
察
団
の
経
費
も
、
同
じ
く
大
阪
協
同
商
会
の
融
資
に
依
っ

て
い
た（

（7
（

。
ま
た
大
阪
府
お
よ
び
朝
士
朴パ
ク

定ゾ
ン

陽ヤ
ン

に
よ
る
記
録
を
み
る
と
、

ま
ず
五
月
一
一
日
に
朝
士
ら
一
行
六
一
人
が
下
関
へ
到
着
す
る
と
大
阪

協
同
商
会
支
店
よ
り
「
魚
果
」
類
が
届
き
、
次
い
で
翌
一
二
日
神
戸
で

は
高
須
謙
三
・
正
輔
が
出
迎
え
に
出
て
い
る
。
一
三
日
に
大
阪
入
り
し

た
一
行
は
一
七
日
ま
で
「
大
阪
城
址
及
練
兵

（
マ
マ
）

並
造
幣
局
・
砲
兵
工
廠
・

学
校
・
監
獄
署
・
博
物
館
」
等
を
視
察
し
、
そ
の
間
一
六
日
に
は
中
之

島
自
由
亭
で
住
友
家
・
大
阪
協
同
商
会
「
合
同
ノ
饗
応
」
を
受
け
た
。

そ
の
後
同
月
二
五
日
に
横
浜
に
上
陸
し
た
朝
士
ら
は
大
倉
喜
八
郎
の
出

迎
え
を
受
け
、
六
月
五
日
に
は
大
倉
邸
で
の
「
書
画
会
」
に
招
か
れ
て

い
る
。
そ
し
て
一
行
は
八
月
一
二
日
、
帰
国
途
次
に
立
ち
寄
っ
た
神
戸

で
は
再
び
高
須
謙
三
の
出
迎
え
を
受
け
、
下
関
で
は
大
阪
協
同
商
会
よ

り
「
水
樽
」
を
贈
ら
れ
て
い
る（

（7
（

。

　

な
お
一
行
の
う
ち
「
造
幣
局
技
術
之
順
序
熟
覧
」
の
た
め
大
阪
に

残
っ
た
三
人
（
通
訳
官
一
人
含
む
）
は
高
須
謙
三
が
世
話
役
を
引
き
受

け
た
が
、
彼
ら
は
こ
の
後
東
京
視
察
中
の
七
月
に
大
阪
へ
出
張
し
た

「
金
銀
分
析
術
研
究
志
願
」
の
朝
士
金キ

ム

鏞ヨ
ン

元ウ
オ
ン

と
随
員
の
可
能
性
が
高

い（
（7
（

。
報
道
で
は
七
月
一
二
日
に
「
朝
鮮
武
官
」
二
人
が
視
察
と
機
械
購

入
目
的
で
来
阪
し
大
阪
協
同
商
会
に
宿
泊
、
高
須
謙
三
の
案
内
で
建
野

郷
三
府
知
事
に
面
会
し
、
造
幣
寮
か
ら
の
機
械
購
入
に
つ
い
て
は
大
阪

協
同
商
会
へ
仲
介
を
依
頼
し
た
と
さ
れ
る（

（7
（

。
ま
た
朝
士
使
節
団
と
の
関

連
は
不
明
だ
が
、
同
年
九
月
二
五
日
に
は
愛
媛
県
の
銅
山
視
察
か
ら
帰

阪
し
た
「
林
泰
景
」
な
る
人
物
一
行
が
大
阪
協
同
商
会
に
宿
泊
し
て
い

る（
（7
（

。
［
第
三
次
修
信
使
（
一
八
八
一
年
）］　

朝
士
視
察
団
に
続
き
一
〇
月
よ

り
来
日
し
た
第
三
次
修
信
使
も
、
そ
の
経
費
の
あ
る
部
分
は
大
阪
協
同

商
会
が
立
て
替
え
た
よ
う
で
あ
る（

（8
（

。
同
使
節
団
に
関
す
る
史
料
は
乏
し

い
が
、
帰
国
前
の
一
二
月
二
〇
日
に
大
阪
協
同
商
会
は
正
使
趙ソ

秉ビ
ヨ
ン

鎬ホ

を
は
じ
め
朝
士
一
行
お
よ
び
兵
庫
県
外
務
課
官
員
を
神
戸
諏
訪
山
の
常

磐
楼
に
招
き
饗
応
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（

（8
（

。
さ
ら
に
修
信
使
で
は
な

い
が
、
大
阪
造
幣
局
で
は
翌
八
二
年
五
月
一
日
か
ら
「
協
同
商
会
に
寄

留
す
る
朝
鮮
人
三
名
」
が
朝
鮮
で
の
通
貨
鋳
造
に
備
え
て
金
属
分
析

法
の
講
習
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
同
月
八
日
に
は
来
日
中
の
金キ

ム

玉オ
ツ

均キ
ユ
ン

・
兪ユ

吉ギ
ル

濬チ
ユ
ン

・
徐ソ
グ

光ア
ン

範ボ
ム

ら
九
人
が
造
幣
局
を
視
察
し
、
そ
の
後
大
阪

協
同
商
会
よ
り
中
之
島
自
由
亭
で
饗
応
さ
れ
て
い
る（

（8
（

。

［
第
四
次
修
信
使
（
一
八
八
二
年
）］　

第
四
次
修
信
使
の
特
命
全
権
大

臣
朴パ

ク

泳ヨ
ン

孝ヒ
ヨ

の
記
録
「
使
和
記
略
」
に
は
、
九
月
二
〇
日
仁
川
発
程
の
項

に
「
高
雄
謙
三
」
が
艀
へ
の
乗
船
を
案
内
す
る
記
載
が
み
え
る（

（8
（

。
同
記

録
に
は
そ
の
後
こ
の
人
物
は
登
場
し
な
い
が
、
報
道
か
ら
は
一
〇
月

一
〇
日
に
井
上
馨
と
と
も
に
神
戸
か
ら
海
路
上
京
の
途
に
就
く
際
に
高

須
謙
三
の
同
行
が
確
認
で
き
る（

（8
（

。「
高
雄
謙
三
」
な
る
人
物
は
、
高
須

謙
三
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
高
須
謙
三
・
大
阪
協
同
商
会
は
朝
鮮
政
府
の
対
日
派
遣

使
節
団
の
接
遇
に
際
し
、
資
金
融
資
を
含
む
き
め
細
や
か
な
便
宜
供
与

を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
右
の
行
動
は
い
か
な
る
意
図
に
基
づ
い
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
修
信
使
へ
の
資
金
提
供
に
あ
た
っ
て
の
高
須
自
身



二
六

に
よ
る
発
言
を
み
て
み
よ
う
。

　
　

夫
レ
公
然
外
交
ノ
権
義
ヲ
以
テ
未
開
頑
固
ノ
国
ヲ
御
開
導
為
在
ラ

レ
候
ハ
則
チ
我
政
府
ノ
御
所
置
ニ
有
之
候
得
共
、
私
ニ
彼
ノ
官
府

ニ
出
入
シ
彼
ノ
人
民
ニ
交
接
シ
、
之
ヲ
開
明
ニ
誘
掖
シ
日
ニ
其
嗜

好
ヲ
増
シ
随
テ
我
国
益
ヲ
謀
ル
ハ
、
即
チ
商
賈
ノ
義
務
ト
相
考
日

夜
尽
力
仕
候（

（8
（

　

こ
こ
で
高
須
は
、
商
業
を
通
じ
て
「
未
開
」
た
る
朝
鮮
を
「
開
導
」

し
、
そ
の
購
買
力
を
増
す
こ
と
が
経
済
的
利
益
ひ
い
て
は
「
国
益
」
に

つ
な
が
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。「
興
亜
」
を
唱
道
す
る
大
阪
興

亜
第
二
分
会
に
加
入
し
て
い
た
高
須
ら
大
阪
の
実
業
家
に
と
っ
て
、
朝

鮮
開
化
派
へ
の
支
援
が
利
潤
追
求
意
欲
と
合
致
す
る
行
動
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
釜
山
領
事
近
藤
真
鋤
は
、
第
二
次
修
信
使

支
援
の
背
景
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
明
か
し
て
い
る
。

　
　

協
同
社
ハ
此
度
余
程
奮
発
シ
テ
用
達
ヲ
勤
ム
ル
コ
ト
ニ
相
成
候
、

入
用
金
貸
入
ノ
約
条
モ
全
ク
朝
鮮
ノ
為
ニ
便
利
ヲ
与
ヘ
候
故
、
唯

金
ヲ
貸
ス
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
忽
チ
同
社
ノ
損
耗
ト
可
相
成
、
帆
前
或
ハ

器
械
ノ
注
文
ヲ
引
受
取
扱
候
、
内
々
自
ラ
少
々
ノ
利
益
ヲ
見
ル
積

リ
ノ
由
ニ
御
座
候
間
、
其
辺
御
注
意
相
成
リ
御
輔
助
被
成
遣
度
候（

（8
（

　

大
阪
協
同
商
会
は
、
使
節
団
へ
の
経
費
融
資
と
い
う
便
宜
供
与
の
見

返
り
に
船
舶
や
機
械
類
と
い
っ
た
朝
鮮
「
開
導
」
に
必
要
な
物
品
を
受

注
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
は
外
務
当
局
者
も
積
極
的
に
後
援
す
る
行

動
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
大
蔵
省
に
と
っ
て
も
修
信
使
へ
の
手
厚
い
接
遇
は
「
貿
易
上

進
歩
ノ
一
助
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
高
須
に
使
節
団
接
遇
用
資

金
の
貸
付
を
行
う
際
に
は
優
遇
措
置
を
認
め
て
い
る（

（8
（

。
実
際
に
大
阪
協

同
商
会
は
、
朝
鮮
政
府
よ
り
一
八
七
九
年
末
か
ら
翌
年
初
め
に
小
銃
・

弾
薬
・「
銅
製
四
斤
後
装
砲
」「
銅
製
六
斤
野
砲
」
を
受
注
し
、
ま
た

一
八
八
二
年
に
は
近
藤
の
仲
介
で
貨
幣
鋳
造
用
プ
ラ
ン
ト
購
入
の
契
約

を
獲
得
し
て
い
た（

（8
（

。
高
須
謙
三
に
と
っ
て
朝
鮮
「
開
化
」
は
、
大
き
な

利
源
と
し
て
見
込
ま
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
興
亜
大
阪
第
二
分
会
員
た
る
高
須
謙
三
・
大
阪
協
同

商
会
の
事
例
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
朝
鮮
に
お
け
る
開
化
派
官
僚
の
勢
力

拡
大
は
兵
器
や
船
舶
、
機
械
類
と
い
っ
た
「
近
代
化
」
に
必
要
な
諸
製

品
の
輸
出
拡
大
を
も
た
ら
す
絶
大
な
商
機
と
し
て
、
是
非
と
も
積
極
的

に
支
援
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
高
須
謙
三
は
、
一
八
八
一
年
に
日
本

語
・
ハ
ン
グ
ル
併
用
の
新
聞
な
い
し
雑
誌
『
朝
鮮
新
誌
』
の
発
行
を

計
画
し
、
そ
れ
は
「
最
初
の
う
ち
は
無
代
価
に
て
朝
鮮
人
に
施
与
し

追
々
に
彼
地
の
人
を
開
明
に
導
く
の
目
的
」
で
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ

て
い
る（

（8
（

。
周
知
の
よ
う
に
朝
鮮
初
の
近
代
メ
デ
ィ
ア
は
、
福
沢
諭
吉
・

井
上
角
五
郎
に
よ
る
朝
鮮
開
化
派
支
援
策
の
一
環
た
る
『
漢
城
旬
報
』

（
一
八
八
三
年
一
〇
月
三
一
日
創
刊
）
で
あ
る
が
、
高
須
も
同
様
の
計

画
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

す
な
わ
ち
「
未
開
」
な
朝
鮮
を
「
開
化
」
へ
誘
掖
す
る
過
程
で
生
じ

る
（
で
あ
ろ
う
）
経
済
的
利
益
に
注
目
し
た
大
阪
協
同
商
会
の
事
業

は
、
例
え
ば
福
沢
諭
吉
や
興
亜
会
員
ら
の
言
説
や
行
動
か
ら
は
従
来
捉

え
き
れ
な
か
っ
た
一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
的
一
側
面
を
明
瞭
に



一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮

二
七

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に 

─ 

興
亜
論
の
持
続
性

　

そ
の
後
の
大
阪
協
同
商
会
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

一
八
八
二
年
七
月
二
三
日
の
壬
午
事
変
後
、
同
年
九
月
に
は
清
朝
水
陸

貿
易
章
程
が
締
結
さ
れ
、
首
都
漢
城
に
清
商
の
店
舗
開
設
が
認
め
ら
れ

る
な
ど
、
朝
鮮
に
対
す
る
清
の
経
済
的
影
響
力
が
強
化
さ
れ
た
。
さ
ら

に
一
八
八
八
年
三
月
に
は
清
国
輪
船
招
商
局
が
上
海
・
仁
川
間
航
路
を

開
設
し
、
上
海
経
由
で
朝
鮮
へ
の
金
巾
輸
出
が
開
始
さ
れ
る（

（9
（

。
大
阪
協

同
商
会
に
は
朝
鮮
の
支
店
よ
り
、「
支
那
商
人
大
分
京
城
に
入
こ
み
、

加
之
な
ら
ず
毎
月
三
度
宛
定
期
郵
便
を
開
き
、
朝
鮮
へ
は
第
一
の
輸
入

品
と
い
ふ
金
巾
も
上
海
よ
り
廉
い
船
賃
を
以
て
如
山
如
海
輸
入
す
る
事

な
れ
ば
、
日
本
商
人
の
利
益
覚
束
な
し
」
と
の
報
告
が
頻
々
と
も
た
ら

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（9
（

。

　

一
八
八
三
年
度
の
大
阪
協
同
商
会
は
「
釜
山
支
店
ノ
滞
貨
、
鹿
龍
金

山
〔
鹿
児
島
県

─
引
用
者
註
〕
ノ
出
金
、
商
通
社
預
ケ
砂
糖
代
金

引
負
、
仁
川
輸
送
銅
類
滅
価
」
と
い
っ
た
複
合
的
要
因
に
よ
り
一
万

円
の
損
失
を
計
上
し（

（9
（

、
さ
ら
に
そ
の
後
支
援
者
中
野
梧
一
の
自
殺

（
一
八
八
三
年
九
月
一
九
日
）
と
五
代
友
厚
の
死
（
一
八
八
五
年
九
月

二
五
日
）
と
打
撃
が
続
い
た
。
同
社
は
一
八
八
五
年
に
釜
山
へ
本
店
を

移
す
が
、「
朝
鮮
地
方
に
は
追
々
本
邦
人
の
出
店
増
加
し
随
ふ
て
商
会

に
損
失
を
招
く
事
多
け
れ
ば
」、
結
局
一
八
八
九
年
七
月
中
旬
に
は
解

散
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（9
（

。

　

事
業
面
で
み
る
な
ら
ば
、
一
八
八
〇
年
代
に
五
代
友
厚
ら
大
阪
実

業
界
が
主
導
し
た
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
直
輸
出
構
想
と
そ
れ
に
基
づ
く

高
須
謙
三
・
大
阪
協
同
商
会
の
朝
鮮
貿
易
は
不
成
功
裡
に
終
わ
っ
た

と
い
え
る
。
朝
鮮
開
化
派
官
僚
と
の
関
係
構
築
を
通
じ
て
朝
鮮
進
出
を

企
図
し
た
高
須
は
、
営
業
上
の
蹉
跌
に
加
え
て
甲
申
政
変
・
天
津
条

約
（
一
八
八
四
〜
八
五
年
）
で
決
定
的
と
な
っ
た
清
の
影
響
力
強
化
と

い
う
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
の
環
境
変
化
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
で
の
地
歩

を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
一
八
八
〇
年
代
半
ば
以
降
の
朝
鮮
政

界
に
お
け
る
開
化
派
退
潮
は
、
福
沢
諭
吉
「
脱
亜
論
」（『
時
事
新
報
』

一
八
八
五
年
三
月
一
六
日
）
の
執
筆
動
機
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
当
該
期
の
興
亜
論
の
経
済
的
側
面
に

着
目
し
、
そ
の
射
程
を
一
八
九
〇
年
代
に
ま
で
伸
ば
す
な
ら
ば
、「
興

亜
」
は
必
ず
し
も
「
脱
亜
」
へ
と
転
換
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ

興
亜
論
の
持
続
性
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か（

（9
（

。

　

大
阪
協
同
商
会
元
山
支
店
主
任
で
あ
っ
た
梶
山
新
介
を
事
例
に
み
て

み
よ
う
。
梶
山
は
同
社
解
散
前
の
一
八
八
七
年
に
塩
中
継
商
と
し
て
元

山
で
独
立
開
業
し（

（9
（

、
そ
の
後
も
朝
鮮
に
あ
っ
て
日
清
戦
後
の
一
八
九
五

年
に
国
外
退
去
処
分
と
な
る
ま
で
、『
郵
便
報
知
新
聞
』
通
信
員
を
兼

務
す
る
な
ど
朝
鮮
情
報
の
発
信
を
通
じ
て
朝
鮮
在
留
日
本
人
の
利
害
を

代
弁
す
る（

（9
（

。
例
え
ば
防
穀
令
事
件
（
一
八
九
三
年
）
に
際
し
て
梶
山

は
、
元
山
日
本
居
留
地
を
代
表
し
て
日
本
政
府
へ
対
朝
鮮
強
硬
策
の
実

行
を
要
請
し
て
い
た（

（9
（

。
一
八
八
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
大
阪
資
本
の
朝
鮮



二
八

辺
浩
・
朴
忠
錫
編
『
日
韓
共
同
研
究
叢
書
⑾
韓
国
・
日
本
・「
西
洋
」
─
そ
の
交
錯

と
思
想
変
容
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
９
）　
「
渡
辺
洪
基
演
説
」（『
興
亜
公
報
』
第
一
号
、
一
八
八
〇
年
）。

（
10
）	　

一
八
七
七
年
八
月
二
日
付
渋
沢
栄
一
・
大
倉
喜
八
郎
「
韓
地
貿
易
ニ
付
拝
借
金
之

儀
願
書
」（『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
第
一
七
巻
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
、
一
九
九
五
年
、
一
一
九
〜
一
二
一
頁
）。
以
下
『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
の
出

典
註
記
は
タ
イ
ト
ル
と
巻
号
の
み
を
記
す
。

（
11
）　

一
八
七
七
年
六
月
付
大
倉
喜
八
郎
他
「
釜
山
浦
ニ
大
市
開
設
許
可
願
」（『
松
方
正

義
関
係
文
書
』
第
一
八
巻
、
六
六
〜
六
七
頁
）。

（
12
）	　

大
倉
喜
八
郎
「
釜
山
開
港
五
十
年
之
回
顧
」（『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
一
六

巻
、
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
七
年
、
八
〜
一
〇
頁
）、
一
八
七
七
年

一
一
月
一
五
日
付
『
読
売
新
聞
』
雑
報
欄
。

（
13
）（
14
）　

一
八
七
七
年
四
月
付
「
朝
鮮
向
米
麦
輸
出
船
ニ
関
ス
ル
大
倉
組
見
積
書
」

（
早
稲
田
大
学
蔵
「
大
隈
重
信
関
係
資
料
」
イ
14  a3174

）。

（
15
）　

一
八
七
七
年
一
〇
月
付
寺
島
宗
則
・
大
久
保
利
通
「
朝
鮮
国
行
汽
船
瓊
浦
丸
航
費

需
要
伺
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録
』
第
五
六
巻
）。

（
16
）　

一
八
七
七
年
九
月
八
日
付
大
隈
重
信
宛
松
方
正
義
書
簡
（『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』

第
三
巻
、
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
三
五
年
、
二
六
九
〜
二
七
〇
頁
）。

（
17
）　

一
八
七
七
年
七
月
付
大
倉
喜
八
郎
「
朝
鮮
貿
易
上
ニ
付
着
手
仕
度
ノ
件
々
考
案
具

状
仕
候
」（「
大
隈
重
信
関
係
資
料
」
イ
14  a3175

）。

（
18
）　

寺
島
宗
則
宛
願
書
に
は
「
併
セ
テ
速
ニ
御
許
可
御
座
候
様
大
蔵
省
ヘ
御
照
会
議

被
成
下
度
奉
願
候
也
」
と
の
一
文
が
添
え
ら
れ
、
大
倉
の
焦
慮
が
う
か
が
わ
れ
る

（
一
八
七
七
年
八
月
二
日
付
渋
沢
栄
一
・
大
倉
喜
八
郎
「
韓
地
貿
易
之
儀
ニ
付
開
稟
」

外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
外
務
省
記
録 1-1-2-3

（4-006

）「
対
韓
政
策
関
係
雑
纂 

日
韓
尋
交
ノ
為
森
山
茂
・
広
津
弘
信
一
行
渡
韓
一
件
」
第
六
巻
）。

（
19
）　

一
八
七
七
年
八
月
二
日
付
渋
沢
栄
一
・
大
倉
喜
八
郎
「
韓
地
貿
易
ニ
付
拝
借
金
之

儀
願
書
」（『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
第
一
七
巻
、
一
一
九
〜
一
二
一
頁
）。

（
20
）　

一
八
七
七
年
八
月
二
八
日
花
房
義
質
宛
渋
沢
栄
一
書
簡
（
首
都
大
学
東
京
蔵
「
花

房
義
質
関
係
文
書
」
一
二
八
─
一
）。

進
出
は
、
梶
山
の
よ
う
な
政
治
青
年
の
朝
鮮
渡
航
を
促
し
、「
朝
鮮
浪

人
」
と
呼
ば
れ
た
彼
ら
は
、
日
清
戦
争
・
甲
午
改
革
期
に
は
再
び
日
本

の
手
に
よ
る
朝
鮮
の
「
開
化
」
＝
近
代
化
諸
政
策
を
朝
鮮
現
地
で
後
押

し
す
る
民
間
の
主
体
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
対
朝
鮮

輸
出
が
一
八
八
三
年
度
の
水
位
に
回
復
す
る
の
は
、
ま
さ
に
日
清
戦
争

が
勃
発
し
た
一
八
九
四
年
で
あ
っ
た
。

　

註
（
１
）　

一
八
八
一
年
六
月
二
六
日
付
『
朝
日
新
聞
』・『
大
阪
日
報
』
雑
報
欄
。

（
２
）　

山
田
昭
次
「
明
治
前
期
の
日
朝
貿
易
─
そ
の
日
本
側
の
担
い
手
と
構
造
に
つ
い

て
」（
家
永
三
郎
教
授
東
京
教
育
大
学
退
官
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編
『
近
代
日
本

の
国
家
と
思
想
』
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
）。

（
３
）　

天
野
皎
の
履
歴
は
、
天
野
徳
三
編
『
入
清
日
記
そ
の
他
』（
壺
外
書
屋
、

一
九
二
九
年
）
に
拠
る
。

（
４
）　

一
八
七
六
年
九
月
付
「
第
二
命
令
書
」（『
三
菱
社
誌
』
第
二
巻
、
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
七
九
年
、
二
〇
七
〜
二
〇
九
頁
）、
一
八
七
七
年
九
月
二
〇
日
付
「
釜
山

浦
郵
船
西
南
平
定
ニ
付
運
航
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
『
太
政
類
典
』
第
二
編
一
九
四

巻
）。

（
５
）　

例
え
ば
前
掲
註
（
２
）
山
田
昭
次
「
明
治
前
期
の
日
朝
貿
易
」、
木
村
健
二
『
在

朝
日
本
人
の
社
会
史
』（
未
来
社
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
。

（
６
）　
『
大
阪
商
船
株
式
会
社
五
十
年
史
』（
大
阪
商
船
、
一
九
三
四
年
）
一
九
五
頁
。

（
７
）　

高
崎
宗
司
『
植
民
地
朝
鮮
の
日
本
人
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
二
年
）
三
一
頁
。

（
８
）　

福
沢
諭
吉
の
朝
鮮
論
に
つ
い
て
は
、
月
脚
達
彦
『
福
沢
諭
吉
の
朝
鮮
─
日
朝
清
関

係
の
な
か
の
「
脱
亜
」』（
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）、
ま
た
興
亜
会
の
性
格
に
つ
い

て
は
、
三
谷
博
「「
ア
ジ
ア
」
概
念
の
受
容
と
変
容
─
地
理
学
か
ら
地
政
学
へ
」（
渡



一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮

二
九

（
21
）　

一
八
七
七
年
一
〇
月
一
五
日
付
大
倉
喜
八
郎
「
韓
銭
交
換
及
為
替
取
扱
ニ
付
調

書
」（「
大
隈
重
信
関
係
資
料
」
イ
14  a3454

）。

（
22
）　

大
倉
喜
八
郎
『
努
力
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
一
六
年
）
一
〇
三
頁
。

（
23
）　

一
八
七
八
年
一
・
七
月
付
「
第
一
国
立
銀
行
半
季
実
際
考
課
状
」（
前
掲
註
（
12
）

『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
一
六
巻
、
七
頁
）。

（
24
）　

一
八
七
六
年
四
月
付
黒
田
清
隆
・
井
上
馨
「
朝
鮮
国
条
約
履
行
之
目
的
」（『
日
韓

外
交
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
巌
南
堂
書
店
、
一
九
六
六
年
、
二
四
五
頁
）。

（
25
）　

一
八
七
六
年
六
月
三
日
付
三
条
実
美
宛
寺
島
宗
則
上
申
（『
日
本
外
交
文
書
』
第

九
巻
、
日
本
国
際
連
合
協
会
、
一
九
五
五
年
、
二
一
一
頁
）。

（
26
）　

高
橋
秀
直
「
江
華
条
約
と
明
治
政
府
」（『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
七

号
、
一
九
九
八
年
）。

（
27
）　

一
八
七
七
年
六
月
一
五
日
付
花
房
義
質
宛
大
倉
喜
八
郎
書
簡
（「
花
房
義
質
関
係

文
書
」
五
二
─
一
）。

（
28
）　

一
八
七
七
年
六
月
一
六
日
付
花
房
義
質
宛
近
藤
真
鋤
書
簡
（「
花
房
義
質
関
係
文

書
」
一
一
〇
─
七
）。

（
29
）　
『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第
二
巻
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
二
年
）
一
六
一

〜
一
六
二
頁
。
以
下
同
書
出
典
註
記
は
タ
イ
ト
ル
と
巻
号
の
み
を
記
す
。

（
30
）　

例
え
ば
江
波
哲
夫
「
支
那
通
商
論
」（『
興
亜
会
報
』
第
三
三
号
、
一
八
八
二
年
）。

（
31
）　

前
掲
註
（
23
）「
第
一
国
立
銀
行
半
季
実
際
考
課
状
」。

（
32
）　

一
八
七
八
年
一
〇
月
一
〇
日
付
『
読
売
新
聞
』
雑
報
欄
。

（
33
）　

郵
便
汽
船
三
菱
会
社
は
一
八
八
〇
年
三
月
に
神
戸
・
下
関
・
長
崎
・
五
島
・
対

馬
・
釜
山
・
元
山
を
結
ぶ
元
山
線
、
翌
八
一
年
二
月
に
は
対
馬
・
釜
山
・
元
山
・
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
間
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
線
を
開
設
し
た
（
小
風
秀
雄
『
帝
国
主
義
下

の
日
本
海
運
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
二
三
〇
頁
）。

（
34
）　
『
住
友
銀
行
百
年
史
』（
住
友
銀
行
、
一
九
九
八
年
）
八
二
二
頁
。

（
35
）　
「
関
西
貿
易
社
営
業
前
途
之
見
込
議
案
」（『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第
三
巻
、

三
六
九
〜
三
七
〇
頁
）。

（
36
）　

一
八
八
〇
年
一
一
月
付
五
代
友
厚
「
財
政
救
治
意
見
書
」（『
五
代
友
厚
伝
記
資

料
』
第
二
巻
、
三
三
二
〜
三
三
九
頁
）。

（
37
）　

籠
谷
直
人
『
ア
ジ
ア
国
際
通
商
秩
序
と
近
代
日
本
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
〇
年
）、
と
り
わ
け
第
一
章
を
参
照
。

（
38
）　

小
路
田
泰
直
「『
明
治
一
四
年
の
政
変
』
と
関
西
貿
易
社
」（『
日
本
史
研
究
』
第

二
二
九
号
、
一
九
八
一
年
）、
小
風
秀
雄
「
大
隈
財
政
末
期
に
お
け
る
財
政
論
議
の

展
開
」（
原
朗
編
『
近
代
日
本
の
経
済
と
政
治
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
参

照
。

（
39
）　

前
掲
註
（
35
）「
関
西
貿
易
社
営
業
前
途
之
見
込
議
案
」。

（
40
）　

富
屋
正
蔵
「
印
度
地
方
ニ
通
商
ヲ
開
ク
ベ
キ
ノ
説
」（『
朝
日
新
聞
』
一
八
八
〇
年

六
月
九
日
）。

（
41
）　
「
大
坂
興
亜
第
二
分
会
歴
史
」（『
興
亜
公
報
』
第
九
号
、
一
八
八
〇
年
）、

一
八
八
〇
年
六
月
二
二
日
付
『
大
阪
日
報
』『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。

（
42
）　
「
興
亜
大
阪
分
会
規
則
」（
大
阪
経
済
大
学
蔵
「
杉
田
定
一
関
係
文
書
」
七
─

二
三
）。

（
43
）　

黒
木
彬
文
「
興
亜
会
の
基
礎
的
研
究
」（『
近
代
熊
本
』
第
二
二
号
、
一
九
八
三

年
）。

（
44
）　
「
大
阪
興
亜
第
二
分
会
規
則
」（「
杉
田
定
一
関
係
文
書
」
七
─
二
二
）。

（
45
）　

一
八
八
〇
年
六
月
付
「
興
亜
会
支
那
語
学
第
二
分
校
規
則
」（「
杉
田
定
一
関
係
文

書
」
七
─
二
五
）。

（
46
）　

一
八
八
一
年
五
月
二
〇
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。

（
47
）　

そ
の
後
一
八
八
〇
年
六
月
二
二
日
、
大
阪
興
亜
第
二
分
会
支
那
語
学
校
は
大
阪
府

管
理
支
那
語
学
教
授
事
務
を
委
託
さ
れ
、
教
師
（
廬
永
銘
）
と
生
徒
を
吸
収
し
た

（
前
掲
註
（
41
）「
大
坂
興
亜
第
二
分
会
歴
史
」）。

（
48
）　

一
八
八
〇
年
七
月
二
〇
日
調
査
「
興
亜
会
々
員
姓
名
録
」（『
興
亜
会
報
告
・
亜
細

亜
協
会
報
告
』
第
二
巻
、
不
二
出
版
、
一
九
九
三
年
）。

（
49
）　

大
阪
興
亜
第
二
分
会
の
支
那
語
学
校
は
一
八
八
一
年
一
一
月
に
教
師
汪
松
坪
が

「
今
度
本
国
へ
仏
法
を
弘
め
ん
と
て
」
本
願
寺
の
生
徒
五
人
と
と
も
に
帰
国
し
た
た

め
「
久
し
く
休
校
」
す
る
が
、
翌
八
二
年
一
月
二
〇
日
よ
り
新
た
な
教
師
を
雇
い
再

開
し
た
。
し
か
し
結
局
同
年
五
月
に
維
持
不
能
と
な
り
閉
校
す
る
（
一
八
八
一
年

一
一
月
二
日
、
一
八
八
二
年
一
月
一
九
日
・
一
月
二
〇
日
・
五
月
三
〇
日
付
『
朝
日



三
〇

月
三
〇
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
、
近
松
文
三
郎
『
西
川
貞
二
郎
』（
私
家
版
、

一
九
三
五
年
）
一
八
四
〜
一
八
五
頁
に
拠
る
。

（
59
）　

一
八
八
一
年
五
月
付
「
関
西
貿
易
社
創
立
証
書
並
定
款
」（『
五
代
友
厚
伝
記
資

料
』
第
三
巻
、
三
七
三
頁
）。

（
60
）　

前
掲
註
（
42
）「
興
亜
大
阪
分
会
規
則
」
所
載
名
簿
に
は
「
高
洲
謙
吉
」
な
る
人

物
の
名
が
み
え
る
。
そ
の
記
載
住
所
（
大
阪
南
堀
江
四
丁
目
）
は
中
之
島
に
移
転
前

の
大
阪
協
同
商
会
本
店
所
在
地
と
一
致
す
る
た
め
、
同
名
簿
の
「
高
洲
謙
吉
」
は

「
高
須
謙
三
」
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。

（
61
）　
「
明
治
十
三
年
二
月
修
正　

協
同
商
会
規
則
」（
田
村
貞
雄
「
初
期
日
朝
貿
易
に
活

躍
し
た
大
阪
協
同
商
会
」『
山
口
県
史
研
究
』
第
六
号
、
一
九
九
八
年
）。

（
62
）　

一
八
八
〇
年
二
月
付
「
同
福
運
輸
船
取
扱
旨
趣
書
」（
同
右
田
村
論
文
所
収
）。

（
63
）　

前
掲
註
（
61
）
田
村
貞
雄
「
初
期
日
朝
貿
易
に
活
躍
し
た
大
阪
協
同
商
会
」。

（
64
）　
「
売
買
物
品
取
扱
規
則　

大
阪
協
同
商
会
」（
同
右
田
村
論
文
所
収
）。

（
65
）　

一
八
八
一
年
四
月
二
七
日
・
一
八
八
二
年
九
月
二
一
日
・
一
八
八
七
年
四
月
二
七

日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。

（
66
）　

一
八
八
一
年
一
月
一
二
日
付
『
朝
日
新
聞
』
大
阪
協
同
商
会
営
業
広
告
。

（
67
）　

一
八
八
〇
年
三
月
二
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
、
前
掲
註
（
58
）『
西
川
貞
二

郎
』
一
八
五
頁
。

（
68
）　

一
八
八
五
年
一
月
四
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
、
一
八
八
五
年
二
月
一
八
日
付

「
朝
鮮
国
へ
石
炭
回
送
方
大
坂
中
ノ
島
同
福
社
へ
請
負
セ
度
件
」（
防
衛
省
防
衛
研
究

所
蔵
「
明
治
十
七
年
普
号
通
覧
」
正
編
巻
二
）。

（
69
）　

高
須
謙
三
「
朝
鮮
国
元
山
津
砂
金
御
買
揚
願
」（「
大
隈
重
信
関
係
資
料
」
イ

14  a3222

）、
一
八
八
三
年
九
月
二
二
日
付
五
代
友
厚
宛
高
須
謙
三
書
簡
（『
五
代
友

厚
伝
記
資
料
』
第
一
巻
、
三
九
五
頁
）。

（
70
）　

姜
在
彦
『
朝
鮮
の
開
化
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
二
七
一
〜
二
七
二

頁
。

（
71
）　
「
修
信
使
金
弘
集
復
命
書
」（
韓
国
史
料
叢
書
第
九
『
修
信
使
記
録
』
大
韓
民
国
文

教
部
国
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
七
一
年
、
一
四
九
頁
）。

（
72
）　
「
修
信
使
金
弘
集
入
侍
筵
説
」（
同
右
書
、
一
五
六
頁
）。

新
聞
』
雑
報
欄
）。
な
お
大
阪
興
亜
第
二
分
会
の
中
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
鱒
澤

彰
夫
「
興
亜
会
の
中
国
語
教
育
」（『
興
亜
会
報
告
・
亜
細
亜
協
会
報
告
』
第
一
巻
、

不
二
出
版
、
一
九
九
三
年
）
も
参
照
。

（
50
）　

加
藤
政
之
助
「
商
法
学
校
設
け
ざ
る
べ
か
ら
ず
」（『
大
阪
新
報
』
一
八
七
九
年
八

月
一
〇
日
）。
こ
の
論
説
は
福
沢
諭
吉
「
商
学
校
を
建
つ
る
の
主
意
」（
一
八
七
五

年
）
を
下
敷
き
に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
。
毛
利
敏
彦
「
大
阪
商
業
講
習
所
の
誕
生
と

福
沢
諭
吉
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
号
、
一
九
八
五
年
）、
同
「
私
立
大
阪
商
業

講
習
所
の
誕
生
と
五
代
友
厚
」（『
大
阪
の
歴
史
』
第
一
八
号
、
一
九
八
六
年
）
参

照
。

（
51
）　

一
八
八
〇
年
一
〇
月
一
二
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。
な
お
大
阪
商
業
講
習
所

は
一
八
八
一
年
八
月
に
府
へ
移
管
さ
れ
る
が
、
第
三
代
校
長
（
一
八
八
二
年
八
月
〜

一
八
八
四
年
三
月
）
は
天
野
皎
で
あ
っ
た
。

（
52
）　

一
八
八
一
年
一
月
二
日
付
五
代
友
厚
宛
中
野
梧
一
書
簡（『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』、

三
六
一
頁
）。

（
53
）　
『
大
阪
日
報
』
一
八
八
一
年
一
月
七
日
付
広
告
欄
。
天
野
は
一
八
八
一
年
六
月

二
九
日
に
帰
国
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
一
八
八
一
年
七
月
三
日
付
雑
報
欄
）。

（
54
）　

一
八
九
七
年
四
月
一
二
日
付
「
朝
鮮
国
各
港
ニ
於
ケ
ル
商
業
会
議
所
沿
革
現
在
ノ

組
織
等
取
調
方
拓
殖
務
省
ヨ
リ
依
頼
一
件
」（
外
務
省
記
録 3-3-5-4
）。

（
55
）　
〔
一
八
八
〇
年
〕
七
月
一
五
日
付
花
房
義
質
宛
近
藤
真
鋤
書
簡
（「
花
房
義
質
関
係

文
書
」
一
一
〇
─
一
七
）。

（
56
）　

釜
山
商
法
会
議
所
設
立
を
一
八
八
〇
年
一
二
月
と
す
る
史
料
も
あ
る
が
（『
明
治

十
三
年
度
商
況
年
報
』
農
商
務
省
通
商
局
、
一
八
八
二
年
、
二
三
二
頁
）、
こ
れ
は

こ
の
時
期
に
同
会
議
所
改
革
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
だ
ろ
う
。

（
57
）　

高
須
謙
三
の
履
歴
は
、
一
八
八
〇
年
七
月
一
三
日
付
高
須
謙
三
「
拝
借
金
御
願
演

説
」（『
太
政
類
典
』
第
四
編
第
一
一
巻
「
大
阪
協
同
商
会
ヘ
修
信
使
渡
来
諸
費
依
托

ニ
付
貸
下
金
」）、
田
村
貞
雄
「
初
代
山
口
県
令
中
野
梧
一
の
生
涯
」（
同
編
『
初
代

山
口
県
令
中
野
梧
一
日
記
』
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
58
）　

大
阪
協
同
商
会
の
組
織
等
は
、
一
八
七
八
年
八
月
二
日
付
『
大
阪
新
報
』
雑
報

欄
、『
大
阪
府
第
七
回
勧
業
年
報
』（
大
阪
府
、
一
八
八
五
年
）、
一
八
八
九
年
六



一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮

三
一

（
73
）　

一
八
八
〇
年
七
月
一
五
日
付
花
房
義
質
宛
近
藤
真
鋤
書
簡
（「
花
房
義
質
関
係
文

書
」
一
一
〇
─
一
七
）。

（
74
）　

一
八
八
〇
年
七
月
一
二
日
付
高
須
謙
三
「
拝
借
金
御
願
」（『
太
政
類
典
』
第
四
編

第
一
一
巻
「
大
阪
協
同
商
会
ヘ
修
信
使
渡
来
諸
費
依
托
ニ
付
貸
下
金
」）。

（
75
）　

一
八
八
二
年
一
月
二
一
日
付
高
須
謙
三
「
拝
借
金
返
納
延
期
再
歎
願
書
」（
国
立

公
文
書
館
蔵
『
公
文
類
聚
』
第
六
編
第
一
五
巻
「
協
同
商
会
拝
借
金
返
納
延
期
」）。

（
76
）　

一
八
八
一
年
五
月
一
九
日
付
井
上
馨
宛
建
野
郷
三
「
朝
鮮
国
貴
紳
来
阪
ノ
景
況
上

申
」（
外
務
省
記
録 1-1-2-3

（17-001

）「
対
韓
政
策
関
係
雑
纂　

明
治
十
四
年
朝

鮮
国
視
察
員
朴
正
陽
来
港
関
係
」）、
朴
定
陽
「
従
宦
日
記
」
光
緒
七
年
四
月
一
五
日

条
・
四
月
一
九
日
条
・
四
月
二
八
日
条
・
五
月
九
日
条
・
七
月
一
八
日
条
・
七
月

二
九
日
条
（
許
東
賢
編
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集
』
第
一
三
巻
、
国
学
資
料
院
、

二
〇
〇
一
年
）。

（
77
）　

一
八
八
一
年
七
月
二
〇
日
付
宮
本
小
一
宛
大
谷
靖
「〔
回
答
〕」（
同
右
外
務
省
記

録
）。

（
78
）　

一
八
八
一
年
七
月
一
二
・
一
六
日
付
『
大
阪
日
報
』
雑
報
欄
。

（
79
）　

一
八
八
一
年
九
月
二
七
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。

（
80
）　

前
掲
註
（
75
）
高
須
謙
三
「
拝
借
金
返
納
延
期
再
歎
願
書
」。

（
81
）　

一
八
八
一
年
一
二
月
二
三
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。

（
82
）　

一
八
八
二
年
四
月
二
二
日
・
五
月
一
〇
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。

（
83
）　
「
使
和
記
略
」（
前
掲
註
（
71
）『
修
信
使
記
録
』
一
九
五
頁
）。

（
84
）　

一
八
八
二
年
一
〇
月
一
〇
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。
高
須
は
日
本
滞
在
中
の

第
四
次
修
信
使
に
全
行
程
随
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
一
八
八
二
年
一
一
月
九
日

付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
）。

（
85
）　

前
掲
註
（
57
）
高
須
謙
三
「
拝
借
金
御
願
演
説
」。

（
86
）　

一
八
八
〇
年
七
月
三
一
日
付
花
房
義
質
宛
近
藤
真
鋤
書
簡
（「
花
房
義
質
関
係
文

書
」
一
一
〇
─
三
八
）。
な
お
安
岡
昭
男
『
花
房
義
質
関
係
文
書 

東
京
都
立
大
学
付

属
図
書
館
所
蔵
』（
北
泉
社
、
一
九
九
六
年
）
は
同
書
簡
を
一
八
八
一
年
付
に
比
定

す
る
が
、「
修
信
使
金
弘
集
」
の
記
述
が
あ
る
た
め
一
八
八
〇
年
付
と
判
断
し
た
。

（
87
）　

一
八
八
〇
年
七
月
二
八
日
付
「
大
蔵
省
伺
」（
前
掲
註
（
74
）「
大
阪
協
同
商
会
ヘ

修
信
使
渡
来
諸
費
依
托
ニ
付
貸
下
金
」）。

（
88
）　

一
八
八
〇
年
一
月
八
日
付
高
須
謙
三
「
銃
砲
御
払
下
願
」（
防
衛
省
防
衛
研
究

所
蔵
陸
軍
省
大
日
記M

 13-60-89

「
明
治
十
三
年
一
月
大
日
記
砲
工
之
部
」）、

一
八
八
二
年
三
月
一
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。
た
だ
し
同
報
道
に
よ
る
と
貨
幣

鋳
造
用
プ
ラ
ン
ト
契
約
は
そ
の
後
一
旦
見
合
わ
せ
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
89
）　

一
八
八
一
年
三
月
一
一
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
、
同
年
七
月
一
九
日
付
『
大

阪
日
報
』
雑
報
欄
。

（
90
）　

一
八
九
〇
年
代
初
頭
の
清
・
朝
鮮
・
日
本
間
貿
易
に
つ
い
て
は
、
古
田
和
子
「
仁

川
貿
易
を
め
ぐ
る
日
中
商
人
と
上
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
九
二

巻
一
号
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
91
）　

一
八
八
三
年
三
月
八
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。

（
92
）　

一
八
八
四
年
二
月
付
「
共
同
商
社
ヨ
リ
高
洲
両
人
江
来
信
」（
前
掲
註
（
57
）『
初

代
山
口
県
令
中
野
梧
一
日
記
』
五
〇
三
頁
）。
な
お
史
料
引
用
中
「
砂
糖
」
云
々
と

は
、
大
阪
向
け
砂
糖
扱
い
の
各
島
商
社
破
産
で
、
協
同
商
会
も
巨
額
の
損
失
を
出
し

た
こ
と
を
指
す
（
一
八
八
三
年
九
月
一
九
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
）。

（
93
）　

一
八
八
五
年
一
二
月
二
六
日
・
一
八
八
九
年
六
月
三
〇
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報

欄
。

（
94
）　

持
続
す
る
興
亜
論
と
い
う
視
角
は
、
米
谷
匡
史
『
ア
ジ
ア
／
日
本
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
六
年
）、
特
に
第
二
章
か
ら
大
き
な
示
唆
を
得
た
。

（
95
）　

一
八
八
七
年
九
月
二
二
日
付
『
朝
日
新
聞
』
雑
報
欄
。

（
96
）　

拙
著
『
明
治
日
本
の
国
粋
主
義
思
想
と
ア
ジ
ア
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

二
二
一
頁
。

（
97
）　

梶
山
新
介
「
元
山
防
穀
事
件
に
付
き
朝
鮮
政
府
の
失
当
を
論
じ
併
せ
て
我
政
府
の

反
省
を
望
む
」（『
朝
鮮
新
報
』
一
八
九
三
年
四
月
二
二
日
、
同
記
事
は
「
朝
鮮
防
穀

事
件
の
顛
末
」『
海
南
新
聞
』
一
八
九
三
年
五
月
四
日
に
転
載
）、
河
野
広
中
宛
梶
山

新
介
書
簡
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
河
野
広
中
文
書
」
五
五
─
一
一
）。

［
付
記
］　

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
「
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
形
成
に
関
す
る
思
想

史
的
・
地
域
史
的
研
究
」（15 H

06455

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


